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は
じ
め
に

　
本
稿
の
課
題
は
、
明
治
期
の
都
市
火
災
に
お
け
る
救
助
・
支
援
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
地
方
名
望
家
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
地
方
都
市
秋
田
と
そ
の
代
表
的
な
商
家
で
あ
る
那
波
三

郎
衛
門
家
が
対
象
と
な
る
。

筆
者
は
、
主
に
秋
田
市
と
富
山
県
高
岡
市
周
辺
地
域
を
対
象
に
、

一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
の
米
価
騰
貴
時
に
お
い
て
、
生

活
危
機
を
一
定
程
度
緩
和
す
る
よ
う
な
地
域
社
会
の
対
応
が
み
ら
れ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
（
１
）
。
ま
た
、
こ
う
し
た
対
応
の
財
源

は
、
主
に
地
域
の
富
裕
者
に
よ
る
経
済
的
な
負
担
だ
っ
た
が
、
そ
れ

を
促
し
た
複
数
の
社
会
的
圧
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い

る
（「
名
望
」
家
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
地
域
の
富
裕
層
）。

こ
う
し
た
地
域
の
富
裕
者
に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

研
究
で
は
、
前
近
代
の
「
共
同
性
」
か
ら
の
連
続
と
し
て
説
明
す
る

傾
向
が
強
か
っ
た
。
災
害
史
の
先
駆
的
な
研
究
で
知
ら
れ
る
北
原
糸

子
も
、
近
代
の
こ
う
し
た
救
済
に
つ
い
て
は
「
江
戸
時
代
以
来
の
伝

統
的
な
救
済
行
為
と
し
て
社
会
に
根
づ
い
て
い
た
行
為
」
と
い
っ
た

位
置
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
２
）

。
筆
者
の
研
究
も
、
一
九
一
〇
年
代

以
前
の
近
代
社
会
に
お
け
る
地
域
単
位
の
救
済
の
意
義
を
強
調
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
救
済
と
近
世
近
代
移
行
期
の
歴
史
的
・

社
会
的
文
脈
と
の
関
係
を
十
分
に
は
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
年
、
日
本
の
歴
史
学
会
で
は
、
歴
史
に
お
け
る
「
生
存
」
へ

の
関
心
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
（
３
）
。「
共
同
性
」
の
再
検
討
は
、
そ
こ

で
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
近
代
に
お
け
る
地
域
の

富
裕
者
の
救
済
に
つ
い
て
も
、
現
象
面
で
の
近
世
か
ら
の
連
続
性
を

強
調
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
存
立
さ
せ
た
歴
史
的
・
社
会
的

報
告
三

明
治
期
の
都
市
火
災
と
地
域
社
会 

―
―
地
方
都
市
秋
田
を
事
例
と
し
て
―
―大

　
川
　
　
　
啓



－  63  －

史
苑
（
第
七
三
巻
第
二
号
）

条
件
に
ま
で
分
析
を
す
す
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
二
宮

宏
之
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
示
唆
に
富
む
（
４
）

。

ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
の
場
合
に
も
…
…
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
場
で

の
結
合
を
生
得
的
な
も
の
と
み
な
し
、
実
体
化
す
る
傾
き
を

免
れ
え
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕
そ
れ
ら
の
共
同
性
が
固
定
的
な

も
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
プ
ラ
テ
ィ
ー
ク
の
な
か
で
選
び

と
ら
れ
紡
が
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
二
宮
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
都
市
火
災
に
お

け
る
救
助
・
支
援
活
動
に
お
け
る
地
方
名
望
家
の
動
向
を
検
討
し
て

み
た
い
。

明
治
期
の
地
方
都
市
秋
田
に
お
け
る
火
災
に
つ
い
て
、『
秋
田
市

史
』
第
四
巻
近
現
代
Ⅰ
通
史
編
で
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
以
下

の
四
件
を
あ
げ
て
い
る
（
５
）
。
①
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
三
〇

日
、
南
秋
田
郡
秋
田
町
川
反
よ
り
出
火
、
三
五
五
四
戸
焼
失
（
八
橋

村
九
七
戸
、
寺
内
村
六
一
戸
含
む
）。
②
一
八
九
五
年
四
月
一
五
日
、

秋
田
市
大
工
町
よ
り
出
火
、
一
五
〇
戸
焼
失
。
③
一
九
〇
五
年
五
月

九
日
、
秋
田
市
大
町
よ
り
出
火
、
二
一
一
戸
焼
失
。
④
同
年
七
月

二
六
日
、
市
役
所
庁
舎
、
民
家
五
戸
焼
失
。
以
上
の
四
件
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
被
害
の
規
模
が
最
大
で
あ
る
①
一
八
八
六
年
の
火
災
を

対
象
と
し
、
③
一
九
〇
五
年
五
月
の
火
災
の
事
例
も
参
照
し
て
分
析

を
す
す
め
た
い
。

Ⅰ
．
一
八
八
六
年
の
大
火
と
地
域
社
会

一
八
八
六
年
四
月
三
〇
日
の
火
災
は
、
二
三
時
一
〇
分
頃
に
川
反

四
丁
目
（
現
大
町
四
丁
目
）
か
ら
出
火
、
東
南
の
強
風
に
煽
ら
れ
て
延

焼
し
、北
は
保
戸
野
愛
宕
町
（
現
保
戸
野
す
わ
町
）、西
は
八
橋
村
（
現

秋
田
市
）、
寺
内
村
（
同
前
）
ま
で
罹
災
し
た
（
６
）
。
ま
た
、
二
三
時
五
〇

分
頃
に
中
亀
ノ
丁
上
町
（
現
南
通
亀
の
町
）
か
ら
も
出
火
、
北
西
に
延

焼
し
、
横
町
（
現
大
町
五
・
六
丁
目
）
に
い
た
っ
て
前
の
火
災
と
合
流

し
て
い
る
。
発
生
か
ら
約
六
時
間
後
の
五
月
一
日
五
時
に
鎮
火
し
た
。

こ
の
火
災
に
よ
る
死
者
は
一
六
名
、
負
傷
者
が
二
三
〇
名
で
あ
る
（
７
）
。

地
方
都
市
秋
田
は
、
近
世
の
町
割
で
は
、
市
内
中
央
部
を
流
れ

る
旭
川
を
境
に
東
側
を
武
家
町
（
内
町
）、
西
側
を
町
人
町
（
外と
ま
ち町

）

と
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
六
年
の
火
災
で
は
、
図
一
の
よ
う
に
、
外

町
の
大
部
分
が
罹
災
し
て
い
る
。
三
三
九
六
戸
（
八
橋
村
九
七
戸
、

寺
内
村
六
一
戸
を
含
ま
ず
）
を
は
じ
め
、
寺
社
、
小
学
校
、
郵
便
局
、

国
立
銀
行
、
巡
査
派
出
所
な
ど
多
く
の
施
設
が
焼
失
し
た
（
８
）

。
同
年
一

月
一
日
現
在
に
お
け
る
南
秋
田
郡
秋
田
町
の
戸
数
は
七
三
八
八
戸
な

の
で
（
９
）
、
全
戸
数
の
う
ち
の
約
四
六
％
が
罹
災
し
た
こ
と
に
な
る
。
秋

田
県
知
事
青
山
貞
は
、
内
務
大
臣
宛
て
の
報
告
に
お
い
て
「
殆
ト
全

市
街
ヲ
焼
亡
」、「
秋
田
市
街
創
始
以
来
未
曾
有
之
大
火
ナ
リ
ト
云
」

と
し
て
い
る（
（1
（

。
秋
田
町
の
商
業
地
区
は
、
外
町
に
集
中
し
て
お
り
、

そ
こ
が
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。
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表一：1886 年火災に関する日表（南秋田郡秋田町周辺地域） 

月日 出来事 

4 月 30 日 

23 時 10 分頃に秋田町川反四丁目から出火、強風に煽られて延焼し、外町の大部分が罹災する大火に。 

翌 5 月 1 日 5 時に鎮火。 

5 月 1 日 

朝から、罹災者への炊出し開始。当日の受給者数は、4522 人。 

避難所を 9 ヵ所に設置。5 月 2 日現在で、2018 人を収容。 

県行政、秋田病院において 5 月 7 日まで無料診療を実施することを告示。 

県行政、監獄本署に出願すれば、無料で灰浚いをすると告示。 

県行政、物価騰貴を戒める告諭を出す。 

県行政、罹災者救助を南秋田郡役所の担当とする。県官吏が救助委員として補助に。 

また、居住困難となった罹災者にたいして南秋田郡役所にその旨を届出るよう告示。 

5 月 2 日 県土木課、秋田町内 3 ヵ所で仮小屋 3 棟建設に着工。翌日 3 日から避難所として運用開始。 

5 月 3 日 県庁・那波三郎右衛門・河辺郡役所・監獄署・御代信成が、白米供出。同日昼までの炊出しに充てられる。 

5 月 4 日 

県行政、「諸職工等」の賃金上昇は罹災者の困難につながるとして、関係者を秋田警察署に呼出して説諭。 

県行政、木材の廉価での払い下げを告示。 

5 月 5 日 升屋平八ら 3 名、白米・薪炭の廉売を実施。銭湯の池永方、料金を値下げ。 

5 月 6 日 秋田日日新聞、地域の富裕者に罹災救助の寄付を促す論説を掲載。 

5 月 7 日 那波三郎右衛門、火防組への手当金贈与について行政からの認可を得る。 

5 月 10 日 

罹災者への炊出し終了。最終日の受給者数は、1228 人。 

避難所廃止。退去者には、3 円と白米 4 斗ずつ給付。一部には、退去まで 5 日間の猶予も。 

5 月 14 日 県行政、備荒儲蓄法に則った救助の対象外の罹災者にたいして、自活を促す諭達を出す。 

5 月 20 日 質蔵を全焼した佐藤文右衛門、質主への報酬支払いを開始。 

5 月 28 日 

秋田日日新聞、那波三郎右衛門が罹災窮民に白米を給与し、出入りの者には生活再建のための 

援助をしたことを報道。 

5 月 29 日 

秋田日日新聞、通町・大町・茶町等の通り筋は漸次復旧へ、それ以外の町々には復旧の景況なしと報道。 

秋田日日新聞、備荒儲蓄法に則った救助が給付されたことを報道。受給者数は、1878 戸（7889 人）。 

秋田日日新聞、県行政による木材払い下げ実施を報道。 

6 月 8 日 宮内省からの下賜金を給付。受給戸数は、1925 戸。 

6 月 21 日 

県令青山貞、罹災後の状況を中央省庁に上申。建材価格の安定と支援により、居住面での復旧が 

進んでいることなどを報告。 

6 月 29 日 南秋田郡役所、有志者からの寄付金を給付。受給者数は、1881 戸。 

7 月 4 日 秋田日日新聞、商業地区の半ばは復旧と報道。 

 
出典：『第一部庶務課事務簿』明治 19 年 5～6 月（秋田県公文書館蔵、930103-08303）。『第一

部庶務課事務簿』明治 19 年 12 月（同前、930103-08304）。『秋田日日新聞』1886 年 5 月 5・
6・8・12・18・28・29 日、同 6 月 9・30 日、同 7 月 4 日。 
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図一：1886 年火災の罹災地域（南秋田郡秋田町西部、八橋村、寺内村） 

 

 
 

出典：「俵屋火災焼亡略図」（『秋田日日新聞』1886 年 5 月 8 日付録）より作成。 
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表
一
は
、
秋
田
県
の
公
文
書
と
地
方
新
聞
を
も
と
に
、
こ
の
火

災
後
に
お
け
る
緊
急
対
応
や
生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
な
ど
を
時
系

列
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
確
認
さ
れ
る
の
は
、
秋
田
県
行
政

の
多
岐
に
わ
た
る
救
助
・
支
援
活
動
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た

活
動
は
下
部
機
構
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
民
間
の
協
力

も
欠
か
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
の
地
方
都
市
秋
田
に
は
、

県
庁
と
と
も
に
南
秋
田
郡
の
郡
役
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
県
行
政
の

広
範
な
活
動
に
つ
い
て
、
南
秋
田
郡
役
所
―
各
戸
長
役
場
や
民
間
と

の
関
係
も
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
生
活
必
需
品
の
廉
売
や
白
米
の
給
付
な
ど
、
民
間
に
よ
る
独

自
の
対
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
罹
災
後

に
展
開
さ
れ
た
救
助
・
支
援
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
、
行
政
・
民
間

の
順
で
整
理
し
て
み
た
い
。
主
要
な
史
料
と
な
る
の
は
、
秋
田
県
の

公
文
書
で
あ
る
『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月

と
地
方
日
刊
紙
で
あ
る
秋
田
日
日
新
聞
（
以
下
、『
秋
田
日
日
』
と

略
す
）
で
あ
る（
（1
（

。

ま
ず
は
、
行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援
活
動
に
つ
い
て
確
認
し
て

み
た
い
。

罹
災
者
へ
の
炊
出
し
は
、
五
月
一
日
朝
か
ら
秋
田
町
内
六
ヵ
所
、

八
橋
村
一
ヵ
所
で
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
受
給
者
数
は
、
四
五
二
二
人

だ
っ
た
。
炊
出
し
は
、
五
月
一
〇
日
ま
で
継
続
さ
れ
、
終
了
時
に
も

一
二
二
八
人
が
受
給
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
う
ち
、
五
月
一
日
朝

か
ら
三
日
昼
ま
で
で
、
白
米
二
一
石
二
斗
八
升
が
救
助
に
充
て
ら
れ

た
。
こ
の
う
ち
、
県
庁
の
支
出
分
は
、
一
〇
石
六
斗
四
升
で
あ
る（
（1
（

。

行
政
関
係
で
は
、
河
辺
郡
役
所
か
ら
三
石
九
斗
二
升
、
監
獄
署
よ
り

五
斗
六
升
の
支
出
が
あ
り
、
南
秋
田
郡
長
・
御
代
信
成
が
五
斗
六
升

を
寄
付
し
て
い
る
。
残
り
の
五
石
六
斗
は
、
秋
田
町
の
商
人
・
那
波

三
郎
右
衛
門
か
ら
の
寄
付
だ
っ
た
。

避
難
所
は
、
罹
災
直
後
の
一
時
使
用
も
含
め
て
計
一
四
ヵ
所
に

設
置
さ
れ
た
。
五
月
二
日
現
在
で
は
、
秋
田
師
範
学
校
な
ど
九
ヵ
所

に
二
〇
一
八
人
を
収
容
し
て
い
る
。
五
月
二
日
に
は
南
秋
田
郡
役
所

敷
地
内
な
ど
で
仮
小
屋
三
棟
の
建
設
に
着
工
し
、
翌
日
か
ら
秋
田
師

範
学
校
と
明
徳
小
学
校
を
利
用
し
て
い
た
罹
災
者
の
一
部
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
避
難
所
の
利
用
は
、
基
本
的
に
は
五
月
一
〇

日
ま
で
だ
っ
た（
（1
（

。
退
去
者
に
は
、
三
円
と
白
米
一
俵
ず
つ
が
給
付

さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
極
窮
に
し
て
目
下
生
計
に
差
支
の
者
」
に
は
、

五
日
間
の
猶
予
が
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
。
だ
が
、
六
月
二
一
日
の

時
点
で
も
、
九
戸
一
九
人
が
仮
小
屋
を
利
用
し
て
お
り
、
行
政
に
よ

る
柔
軟
な
対
応
が
う
か
が
え
る
。

負
傷
者
へ
の
対
応
は
、
秋
田
病
院
が
担
当
し
た
。
県
行
政
は
五

月
一
日
付
で
、
七
日
ま
で
無
料
で
の
診
療
を
実
施
す
る
こ
と
を
告
示

し
て
い
る
。
火
傷
や
眼
病
、
挫
傷
な
ど
、
二
三
〇
名
い
た
負
傷
者
も
、

六
月
二
一
日
ま
で
に
は
全
治
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
秋
田
病
院
は
、

県
行
政
か
ら
の
照
会
で
、
環
境
が
劣
悪
と
さ
れ
た
秋
田
師
範
学
校
内
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の
避
難
所
を
視
察
し
、
五
月
三
日
に
は
そ
の
対
応
策
を
回
答
し
て
い

る（
（1
（

。県
行
政
は
、
南
秋
田
郡
役
所
に
罹
災
人
救
助
取
扱
を
担
当
さ
せ
、

こ
れ
を
補
助
す
る
救
助
委
員
と
し
て
県
官
吏
を
充
て
た
。
こ
の
救
助

委
員
は
、
避
難
所
や
罹
災
町
村
の
戸
長
役
場
に
派
遣
さ
れ
、
備
荒
儲

蓄
法
に
則
っ
た
救
助
の
受
給
資
格
に
関
す
る
調
査
な
ど
に
従
事
し
て

い
る
。
こ
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
五
月
二
九
日
ま
で
に

は
、
食
料
・
小
屋
掛
料
・
農
具
料
等
が
実
際
に
支
給
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る（
（1
（

。
そ
の
受
給
者
数
は
、
一
八
七
八
戸
・
七
八
八
九
人
（
八
橋
・

寺
内
両
村
含
む
）
で
あ
り
、焼
失
戸
数
全
体
の
約
五
三
％
に
あ
た
る
。

支
出
総
額
は
、一
万
一
九
七
〇
円
六
三
錢
六
厘
。
各
戸
へ
の
支
給
は
、

家
族
数
や
困
窮
の
度
合
い
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
平
均

す
る
と
一
戸
あ
た
り
約
六
円
三
七
錢
分
だ
っ
た
計
算
に
な
る
。な
お
、

行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援
活
動
全
体
の
収
支
を
示
す
よ
う
な
史
料
は
、

管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

焼
失
戸
数
全
体
の
約
四
七
％
は
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助

の
対
象
外
と
さ
れ
、
こ
れ
に
依
存
し
な
い
生
活
再
建
を
迫
ら
れ
た
。

県
行
政
は
、五
月
一
四
日
付
で
「
仮
令
家
産
ノ
幾
分
ヲ
焼
亡
ス
ル
モ
、

自
ラ
勤
メ
自
ラ
食
シ
一
家
生
存
ヲ
得
ヘ
キ
者
ハ
、
固
ヨ
リ
救
助
ヲ
与

フ
可
カ
ラ
サ
ル
筈
ノ
処
、
或
ハ
規
則
ヲ
誤
解
シ
、
専
ラ
救
助
施
与
ノ

法
ニ
依
頼
シ
テ
、
其
勤
ヲ
怠
リ
其
業
ヲ
執
ラ
ス
、
貧
ヲ
説
キ
窮
ヲ
述

ヘ
廉
恥
憤
励
ノ
心
ヲ
失
ヘ
、万
一
ノ
僥
倖
ヲ
望
ム
者
有
之
」
と
し
て
、

こ
う
し
た
罹
災
者
に
自
活
を
促
す
諭
達
を
出
し
て
い
る（
（1
（

。『
秋
田
日

日
』
は
、
こ
の
諭
達
の
全
文
を
五
月
二
〇
日
付
に
掲
載
し
た
う
え

で（
（1
（

、
五
月
二
二
日
付
に
は
「
自
力
生
存
ノ
道
ヲ
亡
失
ス
ル
勿
レ
」
と

題
し
た
論
説
も
掲
載
し
て
い
る
。
近
世
の
中
下
層
に
は
「
倹
約
・
勤

勉
の
徳
目
を
身
に
付
け
救
恤
を
受
け
ず
に
『
自
立
』
す
る
こ
と
」
が

求
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が（
（1
（

、
一
八
八
六
年
に
お
い
て
も
同
様
の
論
理

が
働
い
て
い
た
。
ま
た
、『
秋
田
日
日
』
六
月
一
〇
日
付
で
は
、
罹

災
し
た
士
族
の
中
に
、
多
少
の
公
債
証
書
を
所
持
し
て
い
こ
と
で
救

助
の
対
象
外
と
さ
れ
た
人
び
と
が
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て

い
る（
（1
（

。故
に
其
人
々
は
、
な
ま
な
か
に
二
〇
円
や
一
〇
円
の
公
債
が

有
る
よ
り
二
〇
円
の
金
を
受
取
り
兼
ね
、
今
で
は
公
債
が
却

つ
て
損
害
を
与
ひ
た
り
抔
と
語
り
居
る
と
か
。
併
し
救
助
金

等
は
僅
少
の
金
員
に
て
容
易
に
得
ら
る
ヽ
金
額
な
れ
ば
、
他

を
羨
ま
ず
自
ら
奮
発
労
働
な
し
て
自
力
の
道
を
計
る
こ
そ
聖

代
の
良
民
た
る
べ
き
に
。

貧
民
救
済
や
福
祉
に
は
、〈
包
摂
と
排
除
〉
と
〈
安
定
と
拘
束
〉
の

二
重
の
両
義
性
が
と
も
な
う
と
さ
れ
る
が（
（2
（

、
こ
こ
に
は
、
救
助
対
象

の
明
確
な
線
引
き
と
と
も
に
、
対
象
者
へ
の
〈
拘
束
〉
の
面
も
現
れ

て
い
る
。
自
活
が
「
聖
代
の
良
民
」
た
る
条
件
だ
と
す
れ
ば
、
救
助

の
受
給
者
は
そ
こ
か
ら
外
れ
た
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
受
給
者

は
救
助
と
い
う
〈
安
定
〉
の
代
償
と
し
て
、「
自
力
生
存
ス
ル
能
ハ
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明
治
期
の
都
市
火
災
と
地
域
社
会 

―
地
方
都
市
秋
田
を
事
例
と
し
て
―
（
大
川
）

サ
ル
徒
輩
」「
窮
民
」
と
い
っ
た
評
価
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た（
（2
（

。
自
活
の
称
揚
は
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
受
給
者
へ
の
負
の
イ

メ
ー
ジ
を
も
強
め
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

県
行
政
で
は
、
罹
災
後
の
物
価
騰
貴
を
懸
念
し
て
対
策
を
と
っ

て
い
る
。
五
月
一
日
付
で
「
市
街
ノ
物
品
一
時
ニ
欠
尽
シ
、
勢
騰
貴

セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
機
ニ
乗
シ
、
各
商
不
当
ノ
高
価
ヲ
以
テ
人
民
日

用
ノ
物
品
販
売
ス
ル
等
ノ
所
為
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
甚
タ
不
都
合
ニ
付
此

際
殊
ニ
不
心
得
ナ
キ
様
注
意
ス
ヘ
シ
」
と
物
価
騰
貴
を
戒
め
る
告
諭

を
出
し
た（
（2
（

。
続
い
て
、
五
月
四
日
に
は
「
諸
職
工
等
」
の
賃
金
上
昇

は
罹
災
者
の
困
難
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
関
係
者
を
秋
田
警
察
署
に

呼
び
出
し
て
説
諭
を
し
た（
（2
（

。
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
大
工
や
挽
木
屋

（
製
材
業
）、
材
木
商
、
米
屋
、
穀
物
商
な
ど
で
あ
り
、
説
諭
に
た
い

す
る
請
書
・
上
申
書
も
提
出
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
救
助
委
員
は
、

賃
金
を
通
常
の
水
準
と
す
る
よ
う
に
関
係
者
と
交
渉
し
た
と
い
う
。

火
災
か
ら
の
復
旧
に
欠
か
せ
な
い
木
材
の
供
給
に
つ
い
て
は
、

よ
り
積
極
的
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
県
行
政
は
五
月
四
日
、「
家

屋
建
築
ニ
差
支
候
モ
ノ
」
を
対
象
に
木
材
を
払
い
下
げ
る
旨
を
告
示

し
た（
（2
（

。
こ
れ
は
、
県
行
政
が
農
商
務
省
秋
田
山
林
事
務
所
に
照
会
し

て
、
官
有
林
三
万
本
の
廉
価
で
の
払
い
下
げ
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
実
現
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
で
は
手
続
き
等
の
詳
細
は
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、実
際
に
出
願
者
へ
木
材
が
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
は
、

五
月
二
九
日
頃
と
な
っ
た（
（2
（

。
希
望
者
は
多
数
だ
っ
た
よ
う
で
、
六
月

下
旬
に
は
、
出
願
の
増
加
に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
受
け
付
け
を
一

旦
停
止
し
て
い
る（
（2
（

。
ま
た
、
民
間
で
も
「
有
志
者
連
合
シ
テ
山
本
郡

能
代
港
ノ
木
材
ヲ
運
漕
シ
、
平
価
ヲ
以
テ
売
却
セ
シ
メ
」
て
い
た（
（2
（

。

こ
う
し
た
官
民
に
よ
る
活
動
に
よ
っ
て
、
一
時
高
騰
し
て
い
た
木
材

の
価
格
も
、
六
月
下
旬
に
は
平
時
同
様
に
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
県
行
政
は
幅
広
い
救
助
・
支
援
活
動
を
主
導

し
て
お
り
、
罹
災
者
の
救
助
を
担
当
さ
せ
た
南
秋
田
郡
役
所
に
も
県

官
吏
を
派
遣
し
て
実
務
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
だ
が
、
備
荒
儲
蓄
法

に
則
っ
た
救
助
の
業
務
で
は
、
受
給
資
格
の
審
査
な
ど
、
戸
別
の
経

済
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
郡
役
所
―
戸
長
役
場
の

役
割
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
炊
出
し
や
木
材
の
供

給
で
は
、
民
間
有
志
の
活
動
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
物
価
抑
制
は
、
関
係
者
の
協
力
次
第
で
は
あ
る
が
、「
諸
職

工
等
」
の
賃
金
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
に
経
済
的
な
負

担
を
強
制
す
る
も
の
だ
っ
た
。県
行
政
主
導
の
多
岐
に
わ
た
る
救
助
・

支
援
活
動
は
、
こ
う
し
た
民
間
の
協
力
や
負
担
に
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
強
調
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

民
間
の
救
助
・
支
援
活
動
の
確
認
の
前
に
、
宮
内
省
か
ら
の
下

賜
金
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
二
〇
〇
〇
円
の
下
賜
は
、
五
月

三
日
に
宮
内
大
臣
か
ら
の
電
報
で
県
行
政
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
下

賜
金
は
、
六
月
八
日
、
備
荒
儲
蓄
法
の
支
給
対
象
よ
り
四
七
戸
多
い

一
九
二
五
戸
に
た
い
し
て
、一
円
三
銭
九
厘
ず
つ
給
付
さ
れ
て
い
る
。
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宮
内
省
か
ら
の
下
賜
金
の
支
給
は
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
に

上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
で
、
罹
災
者
救
助
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た（
（2
（

。

次
に
、
民
間
の
救
助
・
支
援
活
動
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

有
志
に
よ
る
寄
付
は
、
総
額
で
七
五
〇
〇
余
円
だ
っ
た
。
南
秋

田
郡
役
所
が
そ
の
実
務
を
担
当
し
、
六
月
二
九
日
に
、
七
一
六
六
円

七
五
錢
一
厘
を
罹
災
者
一
八
八
一
戸
に
給
付
し
て
い
る（
（2
（

。
受
給
対
象

者
は
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
と
ほ
ぼ
同
規
模
だ
っ
た
。
各
戸

へ
の
給
付
は
、「
貧
困
者
の
等
級
、
家
族
の
多
寡
に
依
」
っ
て
異
な

る
が（
（3
（

、
一
戸
当
た
り
の
平
均
で
は
、
約
三
円
八
一
錢
と
な
る
。
有
志

に
よ
る
寄
付
が
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
と
宮
内
省
か
ら
の
下

賜
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
で
、
罹
災
者
に
た
い
す
る
救
助
の
水
準

は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

有
志
に
よ
る
寄
付
の
過
程
で
は
、
地
方
新
聞
の
動
向
が
興
味
深

い
。
寄
付
の
早
い
事
例
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
五
月
三
日
の
電

報
で
伝
え
ら
れ
た
、
旧
藩
主
家
当
主
佐
竹
義
生
か
ら
の
一
〇
〇
円
で

あ
る
。
ま
た
、『
秋
田
日
日
』
は
五
月
四
日
付
で
、
秋
田
神
宮
教
会

所
と
個
人
数
名
か
ら
の
義
捐
金
を
伝
え
て
い
る（
（3
（

。
だ
が
、
罹
災
直
後

の
寄
付
で
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
行
政
や
関
係
機
関
の
職
員
の
そ
れ

だ
っ
た
。
五
月
五
日
付
の
『
秋
田
日
日
』
で
は
、県
庁
や
警
察
本
署
、

監
獄
本
署
、
南
秋
田
郡
役
所
、
仙
北
郡
役
所
、
秋
田
病
院
、
秋
田
師

範
学
校
等
の
職
員
か
ら
の
寄
付
が
、
計
一
六
〇
〇
余
円
あ
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る（
（3
（

。

県
官
吏
な
ど
の
寄
付
が
先
行
す
る
な
か
、『
秋
田
日
日
』
は
五
月

六
日
付
の
論
説
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る（
（3
（

。

管
内
有
力
者
ヨ
リ
義
捐
ヲ
仰
ク
事
。
夫
レ
社
会
ノ
公
益
ヲ
増

進
ス
ル
ト
鰥
寡
孤
独
即
チ
天
下
ノ
貧
民
ヲ
救
助
セ
サ
ル
可
ラ

サ
ル
ハ
、
国
民
タ
ル
者
ノ
社
会
公
衆
ニ
対
ス
ル
義
務
ニ
シ
テ

到
底
辞
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
也
〔
中
略
〕
火
災
後
今
日
ニ
至
ル
マ
テ

四
方
ノ
有
志
者
ヨ
リ
義
捐
ヲ
申
込
ム
者
ハ
多
々
ア
リ
ト
雖
ト

モ
、
半
バ
庁
下
ニ
在
ル
者
ノ
ミ
ニ
テ
其
区
域
モ
広
ロ
カ
ラ
サ

レ
ハ
、
従
ヒ
テ
其
金
額
モ
少
巨
ナ
リ
ト
云
ヒ
リ
。
若
シ
管
内

ノ
有
力
者
一
同
ヨ
リ
義
捐
ヲ
得
バ
、
希
ク
ハ
幾
分
カ
補
助
ノ

奏
功
モ
ア
ル
可
シ
ト
信
ス
ル
也
〔
中
略
〕
管
内
有
力
者
諸
君
ハ
、

宜
ク
此
状
況
ヲ
推
察
ス
ル
所
ア
リ
テ
相
応
ノ
義
捐
ヲ
投
セ
バ
、

窮
民
ノ
幸
福
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
社
会
公
衆
ニ
対
ス
ル
ノ
義

務
ヲ
完
フ
ス
ル
ヲ
得
テ
、
真
ニ
有
力
者
タ
ル
ノ
面
目
ヲ
施
ス

者
ト
云
フ
可
キ
也

同
紙
が
「
国
民
タ
ル
者
ノ
社
会
公
衆
ニ
対
ス
ル
義
務
」
と
し
て
、「
管

内
有
力
者
」に
寄
付
を
促
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
紙
は
、前
々

日
の
五
月
四
日
付
に
も
「
此
れ
か
ら
又
々
箇
様
な
大
災
に
逢
ふ
こ
と

を
恐
る
ヽ
な
ら
ば
、
今
度
の
火
事
で
焼
亡
せ
し
と
思
ひ
切
り
、
目
下

衣
食
に
苦
み
居
る
窮
民
共
へ
施
与
さ
れ
た
ら
ば
、
其
慈
善
の
心
か
天

に
通
じ
て
如
何
な
る
暴
威
の
祝
融
や
悪
婆
極
ま
る
風
姨
な
り
と
て
必
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ず
災
難
を
ば
吹
き
掛
け
ぬ
を
信
す
る
な
り
。
金
満
家
諸
君
よ
、
早
く

慈
善
の
心
を
起
し
て
火
職
の
怒
り
に
触
れ
ぬ
様
に
注
意
あ
り
て
然
る

べ
き
事
と
存
す
る
な
り
」
と
い
っ
た
因
果
応
報
の
観
点
か
ら
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
る（
（3
（

。
こ
こ
で
は
、地
方
新
聞
で
あ
る『
秋
田
日
日
』が
、

県
内
の
富
裕
層
に
た
い
し
て
寄
付
を
促
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

『
秋
田
日
日
』
で
は
、
罹
災
直
後
か
ら
代
表
的
な
寄
付
者
の
氏
名

と
そ
の
金
額
を
報
じ
て
き
た
が
、
五
月
一
一
日
付
か
ら
は
「
義
捐
者

の
功
徳
を
顕
す
」
と
し
て
雑
報
欄
で
全
員
分
を
掲
載
す
る
よ
う
に

な
っ
た（
（3
（

。
さ
ら
に
、
五
月
一
六
日
付
で
は
、
附
録
と
し
て
、
県
令
青

山
貞
を
は
じ
め
と
す
る
県
官
吏
個
々
人
の
寄
付
額
の
一
覧
を
掲
載

し
、
以
後
こ
の
形
態
で
の
報
道
を
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
聞
報

道
も
、
寄
付
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
報
道

後
に
義
捐
金
の
増
額
を
申
し
出
た
人
物
も
現
れ
て
い
る（
（3
（

。

寄
付
者
全
員
の
氏
名
や
総
数
を
示
す
史
料
は
、
管
見
の
限
り
で

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。『
秋
田
日
日
』
と
県
公
文
書
で
確
認
で
き

る
の
は
、
七
一
八
人
分
・
計
四
八
六
七
円
八
四
錢
二
厘
で
あ
る（
（3
（

。
個

別
の
寄
付
額
は
、
五
〇
〇
円
か
ら
五
錢
ま
で
様
々
で
あ
り
、
寄
付
者

全
体
の
約
一
六
％
が
一
〇
円
以
上
、約
四
九
％
が
一
円
以
下
で
あ
る
。

高
額
の
寄
付
者
は
、
県
内
の
資
産
家
以
外
で
は
、
行
政
関
係
者
や
実

業
家
、
銀
行
な
ど
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
任
地
や
事
業
展
開
な
ど
で

秋
田
県
に
関
係
し
て
き
た
人
物
・
機
関
だ
っ
た
。
だ
が
、
秋
田
町
の

代
表
的
な
資
産
家
で
は
、
罹
災
を
免
れ
た
加
賀
谷
長
兵
衛
（
一
五
〇

円
）、
村
山
三
之
助
（
五
〇
円
）
を
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
不

完
全
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
お
り
断
定
は
で
き
な
い
が
、
罹
災
し

た
富
裕
層
は
寄
付
を
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
八
九
〇
～

一
九
一
〇
年
代
の
米
価
騰
貴
時
に
は
、
秋
田
市
内
の
富
裕
層
を
中
心

と
し
た
寄
付
に
よ
っ
て
米
の
廉
売
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
罹
災
地
と

な
っ
た
今
回
の
ケ
ー
ス
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
表
一
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
秋
田
町
の
民
間
に
よ

る
救
助
・
支
援
は
、寄
付
以
外
に
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。『
秋
田
日
日
』

五
月
五
日
付
は
、
升
屋
平
八
と
仙
北
半
司
が
白
米
を
、
猿
谷
利
右
衛

門
が
薪
炭
を
廉
売
す
る
こ
と
を
報
じ
、
広
告
も
掲
載
し
て
い
る（
（3
（

。
そ

の
広
告
に
は
「
物
価
俄
か
に
騰
貴
し
、
諸
人
の
困
難
見
る
に
忍
ず
」

と
あ
る
。
同
日
付
で
は
、
小
間
物
雑
貨
商
と
思
わ
れ
る
「
新
田
目
の

店
」
が
全
品
値
引
き
を
す
る
こ
と
や
銭
湯
の
池
永
方
で
も
料
金
を
値

下
げ
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
他
に
も
、
質
蔵
を
全
焼
し
た

質
屋
・
佐
藤
文
右
衛
門
が
、
質
主
に
た
い
し
て
元
金
の
一
～
一
．
五

割
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る（
（4
（

。
佐
藤
が
五
月
一
八
日
か
ら
出

し
た
広
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
将
来
不
相
替
御
愛
顧
ヲ
蒙

リ
度
」
た
め
で
も
あ
っ
た（
（4
（

。
け
れ
ど
も
、『
秋
田
日
日
』
は
、
火
災

や
盗
難
の
場
合
、
質
屋
は
免
責
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
と
し
て
、

「
最
も
奇
特
の
質
店
」
と
称
賛
し
て
い
る（
（4
（

。
こ
う
し
た
民
間
に
よ
る

支
援
は
、
い
ず
れ
も
有
志
各
自
の
負
担
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
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史
苑
（
第
七
三
巻
第
二
号
）

民
間
の
個
人
に
よ
る
支
援
・
救
助
で
最
大
の
規
模
だ
っ
た
の
が
、

那
波
三
郎
右
衛
門
の
そ
れ
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
五
月
一
日

朝
か
ら
三
日
昼
ま
で
の
炊
出
し
に
、
那
波
は
白
米
五
石
六
斗
を
寄

付
し
て
い
た
。『
秋
田
日
日
』
五
月
二
八
日
付
で
は
、
そ
の
那
波
が
、

さ
ら
な
る
救
助
を
実
施
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る（
（4
（

。

那
波
三
郎
右
衛
門
氏
か
今
度
の
罹
災
窮
民
へ
一
手
に
て
救
恤

す
る
の
計
画
あ
る
由
は
、
曾
て
秋
田
日
々
新
聞
に
も
記
し
た

る
か
、
這
程
窮
民
の
取
調
べ
も
相
済
み
夫
々
救
恤
さ
れ
た
り
。

其
区
別
は
六
人
以
上
の
家
族
あ
る
者
へ
は
白
米
三
斗
、
三
人

□
□
は
仝
二
斗
、
二
人
以
下
は
壹
斗
也
と
。
其
他
仝
家
出
入

す
る
者
共
に
て
火
災
に
罹
り
し
者
は
、
其
者
の
望
み
に
任
せ
、

家
屋
を
建
ん
と
す
る
に
は
家
を
建
て
之
を
与
ひ
、
木
材
を
乞

ふ
者
に
は
木
材
、
金
員
を
願
ふ
者
に
は
金
員
を
恵
れ
た
り
と

聞
く
。
仝
氏
の
如
き
は
独
り
我
が
県
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国

に
於
て
も
多
く
得
難
き
慈
善
家
な
る
可
し
。

那
波
が
、「
罹
災
窮
民
」
に
白
米
を
給
与
し
、
罹
災
し
た
「
仝
家
出

入
す
る
者
共
」
に
は
生
活
再
建
の
た
め
の
援
助
を
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
救
助
に
つ
い
て
、
正
確
な
規
模
ま
で
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
県
公
文
書
に
は
、
那
波
に
よ
る
白
米
三
五
六
石

八
斗
（
代
金
一
七
一
二
円
六
四
銭
）
の
寄
付
が
七
月
五
日
付
と
し
て

記
録
さ
れ
て
お
り（
（4
（

、
前
者
は
こ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
人
分
を
五
升
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、
対
象
者
は
七
〇
〇
〇
人
強
と

な
り
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
の
受
給
者
数
に
近
い
規
模
と
な

る
。
ま
た
、
那
波
の
経
済
的
な
負
担
は
、
こ
の
救
助
だ
け
で
も
前
述

し
た
有
志
に
よ
る
寄
付
の
最
高
額
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
富
裕
者
の
活
動
が
、

前
近
代
か
ら
の
「
共
同
性
」
の
連
続
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
八
八
六
年
四
月
の
大
火
後
に
は
、
官
民
に

よ
る
救
助
・
支
援
活
動
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
最

後
に
、
こ
う
し
た
活
動
の
成
果
や
影
響
を
復
旧
の
過
程
に
即
し
て
位

置
づ
け
て
お
き
た
い
。

秋
田
町
全
戸
数
の
約
四
六
％
が
罹
災
し
た
こ
の
火
災
で
は
、
当

然
な
が
ら
住
宅
不
足
が
深
刻
化
し
た
。『
秋
田
日
日
』
五
月
八
日
付

で
は
、「
何
所
に
も
住
所
に
困
る
者
多
く
、
只
今
に
て
は
…
…
至
極

不
便
な
る
場
所
に
て
も
少
し
明（

マ

　マ

）

き
屋
の
有
れ
は
借
人
は
七
八
人
も
有

る
程
な
り
」
と
伝
え
て
い
る（
（4
（

。
避
難
所
も
基
本
的
に
は
五
月
一
〇
日

で
閉
鎖
さ
れ
、
住
ま
い
の
確
保
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、「
此
序
に
寧
そ
北
海
道
へ
一
ト
働
き
と

松
前
へ
流
れ
行
く
者
」
も
多
数
み
ら
れ
た
と
い
う（
（4
（

。
ま
た
、
秋
田
県
内

の
仙
北
・
由
利
・
山
本
各
郡
へ
の
人
口
流
出
も
多
か
っ
た
と
さ
れ
る（
（4
（

。

建
築
需
要
の
急
激
な
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
関
係
業
種
の
人
手
不

足
も
お
こ
っ
て
い
た
。「
大
工
人
足
等
は
、
是
迄
仕
事
場
か
無
く
手

を
叉
ん
て
糊
口
に
困
る
と
日
ゝ
苦
ん
で
居
た
る
か
、
今
度
は
余
り
仕

事
が
沢
山
過
き
る
程
あ
り
て
、
元
来
の
出
入
り
場
に
非
ざ
れ
は
直
く
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に
断
る
位
ひ
な
り
」
と
い
う（
（4
（

。
だ
が
、
五
月
下
旬
に
は
、「
他
県
の

大
工
左
官
等
の
職
人
等
は
、
我
が
庁
下
へ
来
り
た
ら
ば
相
当
の
仕
事

も
有
る
な
ら
ん
と
の
目
的
に
て
続
々
来
県
す
る
者
あ
り
て
、
目
今
既

に
三
四
百
名
の
多
き
に
及
び
た
り
」
と
関
係
業
種
の
人
口
流
入
が
報

じ
ら
れ
て
い
る（
（4
（

。
主
に
山
形
や
新
潟
な
ど
近
県
か
ら
の
流
入
と
さ
れ

る
が
、
か
れ
ら
は
「
焼
跡
の
空
地
を
借
受
け
て
小
屋
を
掛
け
其
中
に

住
居
な
し
て
手
賄
ひ
に
て
働
く
故
に
、
当
地
の
職
人
等
よ
り
は
賃
銭

も
下
直
ゆ
え
に
仕
事
を
頼
む
人
も
沢
山
な
れ
ば
、
此
者
共
は
多
く
銭

を
拵
ひ
て
帰
県
す
る
な
ら
ん
」
と
い
う（
（5
（

。
モ
ノ
の
面
で
も
、
市
内
中

心
部
を
流
れ
る
旭
川
筋
に
は「
日
々
木
材
の
筏
を
見
ざ
る
こ
と
無
く
、

続
々
川
流
を
遡
ほ
り
て
運
漕
」
さ
れ
て
い
た（
（5
（

。

こ
う
し
た
復
旧
需
要
も
み
ら
れ
た
が
、
五
月
下
旬
の
時
点
で
は
、

限
定
さ
れ
た
社
会
階
層
の
享
受
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。『
秋
田
日
日
』

五
月
二
九
日
付
で
は
、「
市
街
の
家
屋
も
目
今
は
追
々
建
築
に
取
掛

り
た
り
。
併
し
通
町
大
町
茶
町
等
の
通
り
筋
は
漸
次
旧
に
復
す
る
の

勢
ひ
あ
る
も
、
其
外
の
町
々
に
て
は
早
速
建
並
ぶ
に
至
る
べ
き
景
況

な
し
」
と
し
て
お
り
、
復
旧
が
富
裕
層
の
多
い
地
域
に
限
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る（
（5
（

。
そ
の
一
方
で
、
同
記
事
に
は
、
官
民
に
よ
る

救
助
・
支
援
活
動
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
も
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

罹
災
窮
民
は
、
其
向
よ
り
の
救
助
を
蒙
り
て
意
外
の
金
員
を

得
た
る
上
に
、
那
波
氏
其
他
の
慈
善
家
の
恵
恤
を
得
て
、
目

下
は
家
屋
無
き
に
困
る
も
衣
食
に
事
を
欠
く
の
憂
ひ
無
け
れ

ば
、
頻
り
に
歓
喜
お
る
と
の
こ
と
な
り
。

五
月
下
旬
の
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
や
那
波
三
郎
右
衛
門
ら
民

間
の
活
動
に
よ
っ
て
、「
罹
災
窮
民
」
の
衣
・
食
が
確
保
さ
れ
、
残

る
復
旧
の
課
題
は
住
ま
い
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。
県
行
政
に
よ
る
木

材
の
払
い
下
げ
は
、
こ
う
し
た
時
期
に
開
始
さ
れ
た
。

備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救
助
や
那
波
三
郎
右
衛
門
の
活
動
に
続

い
て
、
六
月
上
旬
に
は
、
宮
内
省
か
ら
の
下
賜
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
六
月
二
一
日
付
の
県
令
青
山
貞
に
よ
る
上
申
に
よ
れ
ば（
（5
（

、
官
民

に
よ
る
木
材
等
の
供
給
に
よ
っ
て
建
材
の
価
格
は
平
常
並
に
落
ち
着

き
、「
資
産
ア
ル
者
ハ
家
作
仮
屋
ヲ
建
築
シ
、
貧
窮
者
ハ
救
助
ノ
資

ヲ
以
テ
小
屋
掛
等
ヲ
為
シ
、
稍
々
其
居
ニ
安
ン
ス
ル
ノ
形
状
ナ
リ
」

と
い
う
。「
貧
窮
者
」
も
、
複
数
の
救
助
に
よ
っ
て
小
屋
掛
を
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
こ
の
上
申
に
は
、
近
隣
村
落
の
親
戚
・

知
人
方
に
避
難
し
て
い
る
戸
数
も
三
〇
〇
戸
、
避
難
所
だ
っ
た
仮
小

屋
に
も
九
戸
・
一
九
人
が
居
住
し
て
い
た
と
も
あ
る
。
六
月
下
旬
に

は
、
有
志
か
ら
の
寄
付
が
給
付
さ
れ
て
お
り
、
受
給
者
の
生
活
再
建

を
後
押
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
月
四
日
付
け
で
『
秋
田
日
日
』
は
、「
外
町
即
ち
市
街
の
如
き
、

早
や
其
の
半
ば
回
復
に
至
る
と
云
ふ
も
過
言
に
あ
ら
ざ
る
も
の
ヽ
如

し
」
と
報
じ
て
い
る（
（5
（

。
罹
災
後
か
ら
二
ヵ
月
で
、
商
業
地
区
の
「
半

ば
回
復
」
と
ま
で
称
さ
れ
た
の
に
は
、
官
民
に
よ
る
救
助
・
支
援
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活
動
の
貢
献
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
秋
田
日
日
』

七
月
八
日
付
で
は
、「
今
後
は
市
街
の
場
末
に
住
居
す
る
よ
り
も
却

つ
て
士
族
町
の
中
央
に
在
る
方
が
商
売
も
繁
昌
す
る
な
ら
ん
と
の
見

込
み
に
て
」
罹
災
し
た
外
町
か
ら
内
町
に
移
住
す
る
者
が
増
加
し
て

い
る
と
し
て
「
士
族
町
は
年
を
逐
ふ
て
市
街
に
変
遷
す
る
な
ら
ん
」

と
し
て
い
る（
（5
（

。
一
八
八
六
年
の
大
火
は
、
罹
災
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、

罹
災
を
免
れ
た
地
域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
近
世
の
町
割
以

来
の
都
市
構
成
に
も
変
容
が
現
れ
て
い
た
。

Ⅱ
．「
積
善
の
家
」
と
地
域
社
会

一
、「
慈
善
」
を
め
ぐ
る
家
と
個
人

一
八
八
六
年
の
秋
田
町
の
大
火
に
お
け
る
救
助
・
支
援
活
動
で

は
、
民
間
の
事
業
や
協
力
、
経
済
的
な
負
担
な
ど
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
那
波
三
郎
右
衛
門
の
活
動
と
経
済
的

負
担
は
際
立
っ
て
い
る
。
前
章
で
ふ
れ
た
、
那
波
の
活
動
を
整
理
す

れ
ば
、
①
五
月
一
日
朝
か
ら
三
日
昼
ま
で
の
炊
出
し
に
白
米
五
石
六

斗
を
寄
付
、
②
七
〇
〇
〇
人
規
模
と
想
定
さ
れ
る
「
罹
災
窮
民
」
に

白
米
三
五
六
石
八
斗
（
代
金
一
七
一
二
円
六
四
銭
）
を
給
与
、
③
罹

災
し
た
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」
の
生
活
再
建
の
た
め
に
家
屋
・
木

材
・
現
金
を
支
援
、
と
な
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
那
波
は
、
各
火
防

組
に
た
い
し
て
手
当
金
を
贈
与
し
て
い
る（
（5
（

。
そ
の
金
額
は
、
二
番
組

に
五
〇
円
、
旭
組
・
三
吉
組
に
三
〇
円
ず
つ
、
栄
組
に
一
〇
円
、
一

番
組
・
三
番
組
に
五
円
ず
つ
、
合
計
一
三
〇
円
で
あ
る
。
罹
災
後
の

地
域
に
た
い
す
る
那
波
三
郎
右
衛
門
の
貢
献
の
大
き
さ
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

『
秋
田
日
日
』
は
、
罹
災
後
に
お
け
る
那
波
三
郎
右
衛
門
の
活
動

に
つ
い
て
「
独
り
我
が
県
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国
に
於
て
も
多
く
得

難
き
慈
善
家
」
と
称
賛
し
て
い
る（
（5
（

。
だ
が
、
那
波
へ
の
こ
う
し
た
評

価
は
、
罹
災
後
の
活
動
後
に
初
め
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
秋
田
日
日
』
は
、
罹
災
後
の
五
月
四
日
付
で
、
次
の
よ
う
に
報
じ

て
い
る（
（5
（

。
川
端
三
丁
目
那
波
三
郎
右
衛
門
氏
の
慈
善
な
る
は
兼
て
諸
人

の
知
る
所
な
る
が
、
此
の
大
火
に
て
当
市
街
は
残
る
所
な
く

蕩
燼
せ
し
が
、
独
り
同
氏
の
家
屋
倉
庫
の
み
は
依
然
と
し
て

此
の
災
禍
を
免
れ
た
り
。
這
は
全
く
同
氏
が
日
頃
慈
善
の
応

報
な
る
可
し
抔
と
噂
さ
す
。
実
に
左
も
有
る
可
き
こ
と
に
こ

そ
。
尚
ほ
同
氏
は
今
般
も
亦
た
広
く
罹
災
の
窮
民
へ
恵
恤
を

施
行
さ
れ
た
り
と
云
ふ
。

前
述
し
た
①
炊
出
し
へ
の
寄
付
を
報
じ
た
内
容
と
考
え
ら
れ
る
が
、

注
目
し
た
い
の
は
「
那
波
三
郎
右
衛
門
氏
の
慈
善
な
る
は
兼
て
諸
人

の
知
る
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
罹
災
前
か
ら
那
波
が
「
慈
善
」
家

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
那
波
が
延
焼

を
免
れ
た
こ
と
を
「
日
頃
慈
善
の
応
報
」
と
見
な
す
よ
う
な
認
識
も
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明
治
期
の
都
市
火
災
と
地
域
社
会 

―
地
方
都
市
秋
田
を
事
例
と
し
て
―
（
大
川
）

み
ら
れ
た
と
い
う
。地
域
に
お
け
る
那
波
三
郎
右
衛
門
へ
の
信
用
が
、

罹
災
前
か
ら
み
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
信
用
が
、
当
代
の
那
波
三
郎
右
衛
門
と
い
う
個0

人0

だ
け
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
、
那
波
三
郎
右
衛
門
家
は
、
秋
田
藩
の
城
下
町
久

保
田
（
現
秋
田
市
）
を
代
表
す
る
商
人
で
あ
り
、
代
々
の
当
主
が
藩

の
御
用
聞
町
人
を
勤
め
て
き
た（
（5
（

。
特
に
、八
代
目
の
祐
生（
一
七
七
二

―
一
八
三
七
）
は
、
藩
の
殖
産
興
業
政
策
を
背
景
に
酒
造
方
や
絹
方

に
登
用
さ
れ
て
経
済
的
に
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
だ
が
、

那
波
祐
生
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
な
成
功
よ
り
も
、
感
恩
講
の
創
設

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
、
久
保
田

町
に
貧
民
や
孤
児
な
ど
を
恒
常
的
に
救
済
す
る
施
設
・
事
業
と
し
て

感
恩
講
が
設
立
さ
れ
た（
（6
（

。
祐
生
を
中
心
に
、
久
保
田
町
の
商
人
七
二

人
が
献
金
を
お
こ
な
い
、
そ
の
資
金
で
「
知
行
地
」
を
入
手
し
て
活

動
の
財
源
に
し
た
と
い
う
。
年
貢
収
入
と
い
う
安
定
し
た
財
源
に

よ
っ
て
、
感
恩
講
は
長
期
に
わ
た
っ
て
救
済
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。
天
保
の
飢
饉
の
際
に
は
、
一
八
三
三
年
八
月
か

ら
翌
年
九
月
ま
で
に
延
べ
四
三
万
人
に
た
い
し
て
施
行
を
お
こ
な
う

な
ど
、
大
規
模
な
救
済
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
那
波
三
郎
右
衛
門

へ
の
信
用
と
は
、
こ
う
し
た
那
波
家
と
い
う
家0

に
寄
せ
ら
れ
て
い
た

面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
期
の
那
波
家
は
、
呉
服
太
物
商
・
織
物
製
造
・
酒
造
・
質
店

な
ど
を
営
ん
だ
。
一
八
八
六
年
の
秋
田
町
の
大
火
の
際
、那
波
家
は
、

祐
生
の
孫
で
あ
る
一
〇
代
目
の
祐
富
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
四
）
の

代
だ
っ
た（
（6
（

。
前
述
し
た
救
助
・
支
援
活
動
は
、
彼
の
事
績
で
あ
る
。

だ
が
、
那
波
祐
富
の
活
動
は
、
こ
う
し
た
災
害
時
に
限
ら
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
感
恩
講
は
、
明
治
維
新
後
も
一
時
期
の
中
断
を
挟

ん
で
、
那
波
家
を
は
じ
め
と
す
る
秋
田
町
（
市
）
の
富
裕
層
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
講
所
有
地
の
収
穫
米
に
依
拠
し
て
、
恒
常
的

に
貧
困
へ
の
対
応
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
一
〇
年
代
以
降

に
は
、
秋
田
県
内
各
地
に
も
感
恩
講
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
感

恩
講
の
活
動
は
、
社
会
福
祉
史
の
観
点
か
ら
は
、
自
己
資
金
調
達
型

の
大
型
非
営
利
組
織
で
あ
り
、
法
人
の
形
を
取
る
な
ど
、
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
組
織
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。
感
恩
講
の
活
動
に

お
け
る
那
波
祐
富
個
人
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
三
（
大
正

一
二
）
年
の
県
公
文
書
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。

祐
富
ハ
百
折
不
撓
、
毫
モ
初
志
ヲ
懈
ラ
ス
、
益
々
巨
額
ノ
私

財
ヲ
投
ジ
、
大
ニ
各
地
ヲ
奔
走
シ
、
博
ク
有
志
ヲ
奨
励
シ
、

以
テ
本
県
平
鹿
郡
増
田
町
外
十
二
ヶ
町
村
ニ
更
ニ
感
恩
講
ヲ

創
設
シ
、
専
ラ
其
ノ
救
恤
ヲ
施
行
セ
シ
メ
、
殊
ニ
基
本
ト
シ

テ
毎
講
ニ
若
干
ノ
義
金
ヲ
寄
附
シ
、
大
ニ
其
ノ
事
業
ヲ
拡
張

セ
シ
メ
タ
リ
〔
中
略
〕
故
ニ
人
皆
那
波
氏
ヲ
称
揚
シ
テ
慈
恵
ノ

府
ト
云
フ
ニ
至
レ
リ
。

一
八
八
〇
～
九
〇
年
代
、
秋
田
県
内
に
は
一
三
の
感
恩
講
が
新
設
さ
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れ
て
い
る（
（6
（

。
那
波
祐
富
は
、
こ
れ
ら
の
創
設
を
は
た
ら
き
か
け
、
各

講
に
寄
付
を
お
こ
な
っ
て
事
業
の
拡
大
に
努
め
て
い
た
。
こ
う
し
た

感
恩
講
の
活
動
や
強
固
な
本
家
分
家
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
該
期

に
お
け
る
秋
田
県
の
国
費
救
済
率
は
、
全
国
的
に
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
る（
（6
（

。
前
述
し
た
、
一
八
八
六
年
の
罹
災
前
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

た
祐
富
個
人
へ
の
信
用
に
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
罹
災
後
の
救
助
・
支
援
活
動
に
は
、
こ

う
し
た
信
用
と
期
待
に
応
え
た
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二
三
年
の
県
公
文
書
に
よ
れ
ば
、「
信
用
厚
ク
、
一
般
市
民

ノ
崇
敬
ヲ
受
ケ
、
那
波
ト
云
ヘ
バ
富
豪
ヲ
意
味
セ
ス
、
慈
善
救
済
ノ

旧
家
ヲ
以
テ
聞
ユ
」
と
い
う（
（6
（

。
地
域
社
会
に
お
い
て
、
那
波
家
が
名

声
と
信
用
を
得
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
感
恩
講
を

設
立
し
た
八
代
目
の
祐
生
の
み
な
ら
ず
、
一
〇
代
目
の
祐
富
の
活
動

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
代
々
の
当
主
や
一
族
と
い
っ
た
家
を
構
成
し

て
き
た
個
々
人
に
よ
っ
て
、局
面
ご
と
に
「
選
び
と
ら
れ
紡
が
れ
て
」

き
た
実
践
の
結
果
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
論
理
的
に
い
え
ば
、
こ

う
し
た
名
声
や
信
用
は
一
方
で
、
那
波
家
に
た
い
す
る
制
約
と
も
な

り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
域
の
期
待
が
大
き
い
だ
け
に
、
そ
れ
に

応
え
な
い
リ
ス
ク
も
そ
の
分
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
八
八
六

年
の
火
災
に
お
い
て
、那
波
祐
富
が
地
域
の
期
待
に
応
え
た
こ
と
は
、

同
家
の
信
用
に
と
っ
て
や
は
り
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

近
代
日
本
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
那
波
家
の
よ
う
な
規
模
で

の
活
動
や
感
恩
講
の
よ
う
に
安
定
し
た
財
源
を
有
す
る
事
業
は
一

般
的
だ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
だ
が
、「
慈
善
救
済
ノ
旧
家
」
は
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
各
地
域
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
う

る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
に
お
い
て
名
声
と
信
用
を
得
て
い
た
旧

家
を
「
積
善
の
家
」
と
呼
ん
で
み
た
い
。
次
節
で
は
、こ
う
し
た
「
積

善
の
家
」
を
め
ぐ
る
よ
り
具
体
的
な
社
会
的
諸
関
係
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

二
、「
積
善
の
家
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
諸
関
係

本
節
で
は
、「
積
善
の
家
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
諸
関
係
の
う
ち
、

①
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」
と
消
防
夫
、
②
富
裕
層
、
と
の
関
係
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
た
い
。

①
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
八
六
年
の
秋
田
町
の
大
火
後
、
那

波
家
は
、
罹
災
し
た
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」
に
生
活
再
建
の
た
め

の
家
屋
・
木
材
・
現
金
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
各
火
防
組
に
た
い
し

て
は
、
計
一
三
〇
円
の
手
当
金
を
贈
与
し
て
い
る
。
だ
が
、
火
災
時

に
お
け
る
那
波
家
と
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」・
消
防
夫
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
関
係
性
を
示
す
よ
う
な
同
時
代
の
史
料
は
、
管
見
の

限
り
で
は
確
認
し
て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
後
年
に
こ
の
大
火
を
回

顧
し
た
史
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
う
し
た
関
係
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

秋
田
市
立
図
書
館
明
徳
館
所
蔵
の
「
俵
屋
火
事
　
秋
田
新
聞
『
秋
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田
市
の
今
昔
』
記
事
」
は
、
一
九
一
五
・
一
六
年
頃
の
秋
田
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
の
写
し
と
さ
れ（
（6
（

、
一
九
五
一
年
刊
行
の
『
秋
田
市

史
』
下
に
所
収
さ
れ
た（
（6
（

。
長
文
で
は
あ
る
が
、
那
波
家
に
関
係
す
る

部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

那
波
家
は
、
恰
か
も
顔
面
に
大
火
傷
を
負
ひ
つ
ゝ
眉
だ
け
が

焼
け
残
っ
た
如
く
に
、
三
千
五
百
の
焼
失
家
屋
中
に
ボ
チ
ン

と
焼
け
残
っ
た
。
那
波
家
の
焼
け
残
っ
た
為
め
に
栄
太
楼
、

伊
藤
洗
濯
店
其
他
附
近
五
六
軒
が
類
焼
の
厄
を
免
れ
た
の
で

あ
る
。
火
事
の
起
こ
っ
た
時
、
市
の
消
防
夫
も
素
よ
り
必
死

に
消
防
に
努
め
た
。
然
し
到
底
何
等
の
効
果
が
無
い
の
み
な

ら
す
、
各
々
の
家
か
焼
け
る
の
で
、
火
防
の
方
を
打
ち
捨
て

其
の
方
に
走
る
の
で
あ
っ
た
。
猛
火
は
無
人
の
境
を
横
行
す

る
悪
魔
の
如
き
勢
ひ
を
以
て
燃
え
広
か
っ
た
が
、
此
の
火
事

の
為
め
、
近
在
各
所
よ
り
多
数
の
応
援
消
防
隊
並
に
手
伝
ひ

人
が
駈
け
つ
け
た
が
、
那
波
家
は
此
等
の
人
を
以
て
埋
め
ら

れ
、
家
財
道
具
は
悉
く
倉
庫
と
県
庁
構
内
に
運
ば
れ
、
火
粉

は
一
つ
落
ち
て
も
直
ぐ
消
し
止
め
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
の

で
、
流
石
の
猛
火
も
那
波
家
に
は
遂
ひ
に
其
の
紅
蓮
の
焔
を

及
ぼ
す
事
か
出
来
な
か
っ
た
。
此
の
火
事
に
那
波
家
に
駈
け

集
っ
た
人
の
数
は
、
何
百
人
で
あ
っ
た
か
数
へ
き
れ
な
い
人

の
山
人
の
浪
、
之
れ
が
能
く
防
ぐ
防
火
壁
と
も
な
り
、
消
火

の
水
と
も
な
っ
て
、
少
し
の
破
損
す
る
処
も
な
く
類
焼
を
免

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
噫
、
那
波
家
の
徳
の
偉
大
さ
。〔
中
略
〕

何
時
の
場
合
も
火
事
の
跡
程
悲
惨
な
も
の
は
な
い
が
、
別
け

て
俵
屋
家
事
の
後
は
惨
又
惨
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
着
の
み

着
の
儘
で
逃
げ
る
事
は
逃
げ
た
け
れ
ど
も
、
眠
る
に
家
な
く

食
ふ
に
食
な
く
、
昨
日
の
富
者
も
一
夜
の
内
に
乞
食
同
前
と

な
っ
た
者
も
尠
く
な
か
っ
た
。
那
波
家
の
先
代
祐
富
は
幸
ひ

に
此
の
大
火
に
類
焼
を
免
れ
た
の
で
、
消
防
に
尽
力
し
た
各

消
防
組
に
対
し
て
金
五
十
円
宛
と
清
酒
と
を
贈
つ
た
が
、
多

数
の
罹
災
者
中
の
窮
状
甚
し
き
者
に
対
し
、
白
米
一
千
余
俵

を
救
恤
に
充
て
、
大
々
的
救
助
を
な
し
た
。
感
恩
講
に
於
て

も
亦
倉
を
開
い
て
救
済
を
な
し
た
が
、
那
波
先
代
の
千
余
俵

を
躊
躇
せ
ず
救
恤
に
充
て
た
果
断
と
、
慈
善
心
の
厚
き
に
は
、

誰
一
人
と
し
て
感
せ
ぬ
者
な
く
、
救
助
に
与
っ
て
其
の
温
か

き
同
情
に
泣
か
ぬ
者
は
な
か
っ
た
。
苦
し
い
時
に
は
人
の
情

は
一
層
身
に
沁
み
る
。
増
し
て
此
の
時
此
の
場
合
の
事
で
あ

る
か
ら
、
其
の
有
難
さ
も
並
大
抵
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

那
波
家
の
尊
ま
る
ゝ
も
亦
故
な
き
に
非
ず
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
八
六
年
の
大
火
に
お
い
て
那
波
家
は
延
焼

を
免
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
「
近
在
各
所
よ
り
多
数
の
応
援
消
防
隊

並
に
手
伝
ひ
人
が
駈
け
つ
け
た
」
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
大
勢
に
よ
っ

て
「
家
財
道
具
は
悉
く
倉
庫
と
県
庁
構
内
に
運
ば
れ
、
火
粉
は
一
つ

落
ち
て
も
直
ぐ
消
し
止
め
ら
れ
る
有
様
」
だ
っ
た
と
い
う
。
火
災
の
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際
に
、
屋
根
に
上
っ
て
飛
び
火
を
防
ぐ
の
は
、
近
世
以
来
の
常
識
と

さ
れ
る
。
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
を
中
心
と
し
た
近
代
的
な
消
防
活
動

に
は
、
水
道
設
備
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
地
方
都
市
秋
田
に
お
い

て
上
水
道
が
部
分
開
通
し
た
の
が
一
九
〇
七
年
で
あ
り
、
完
工
は

一
九
一
一
年
で
あ
る（
（6
（

。
消
防
設
備
・
技
術
が
未
発
達
だ
っ
た
当
時
に

お
い
て
、「
消
防
隊
並
に
手
伝
ひ
人
」
の
行
動
は
、
火
災
か
ら
家
屋
・

財
産
を
守
る
う
え
で
一
定
の
効
果
を
有
し
て
お
り
、
那
波
家
に
と
っ

て
も
実
利
に
か
な
う
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
積
善
の
家
」

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
事
例
の
分

析
を
地
域
貢
献
の
顕
彰
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
、
そ
う
し
た
貢
献
が
存
立

し
え
た
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
に
ま
で
す
す
め
る
う
え
で
重
要
で
あ

ろ
う
。

こ
う
し
た
「
手
伝
ひ
人
」
の
動
向
は
、「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」

と
那
波
家
と
の
関
係
を
検
討
す
る
う
え
で
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

「
手
伝
ひ
人
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
那
波
祐
富
の
次
男
喜
助
に
よ
る

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
証
言
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る（
（7
（

。

那
波
家
と
内
町
の
人
々
と
は
色
々
と
出
入
関
係
が
あ
り
、
内

町
は
川
向
ひ
で
風
の
方
向
か
ら
見
て
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、

内
町
の
人
々
は
大
勢
外
町
の
知
り
合
ひ
に
集
っ
た
わ
け
だ
。

其
の
最
た
る
も
の
は
那
波
家
で
、
皆
屋
根
に
上
っ
て
く
れ
た

の
で
類
焼
を
免
れ
る
事
が
出
来
た

「
手
伝
ひ
人
」
の
少
な
く
と
も
一
部
は
、
罹
災
を
免
れ
て
い
た
旭
川

の
東
側
、
内
町
在
住
の
出
入
り
の
関
係
者
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
内
町
在
住
の
関
係
者
は
、
罹
災
後
に
那
波
家
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
行
動
は
、
那
波
家
の

防
火
に
一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
自
ら
の
義
理
堅
さ

を
明
瞭
に
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
取
引
関
係
の

維
持
や
優
遇
、
あ
る
い
は
自
身
が
生
活
危
機
に
陥
っ
た
場
合
の
支
援

な
ど
へ
の
期
待
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。「
手
伝
ひ
人
」

の
行
動
に
は
、
義
理
と
打
算
と
が
未
分
化
な
ま
ま
で
表
現
さ
れ
て
い

た
と
し
て
お
き
た
い
。
同
様
に
、罹
災
し
た
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」

も
、
こ
う
し
た
商
売
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
関
係
を
那
波
家
と
取
り
結

ん
で
い
た
人
び
と
だ
っ
た
と
想
定
し
う
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
関

係
も
、
局
面
ご
と
に
「
選
び
と
ら
れ
紡
が
れ
て
」
い
く
も
の
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

消
防
夫
と
那
波
家
と
の
関
係
で
は
、
前
者
の
「
火
防
の
方
を
打

ち
捨
て
其
の
方
に
走
る
」
と
い
う
行
動
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
う

し
た
行
動
を
検
討
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
が
、
一
九
〇
五
年
五

月
九
日
の
火
災
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
火
災
は
、
二
四
時
頃
に
茶
町

菊
ノ
丁
・
大
町
二
丁
目
付
近
か
ら
出
火
、
二
一
一
戸
を
焼
失
し
、
約

二
時
間
半
後
に
鎮
火
し
た（
（7
（

。
当
時
の
秋
田
魁
新
報
は
「
十
九
年
来
の

大
火
」
と
報
じ
て
い
る（
（7
（

。

こ
の
火
災
後
の
地
方
新
聞
で
展
開
さ
れ
た
の
が
、
消
防
夫
の
動

向
へ
の
批
判
だ
っ
た
。
秋
田
時
事
（
秋
田
日
日
新
聞
の
後
身
）
は
五
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月
一
二
日
付
の
論
説
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る（
（7
（

。

纏
ひ
を
押
立
て
ヽ
屋
上
に
飛
び
登
る
防
火
夫
の
敏
活
は
、
甚

□
頼
母
し
き
に
似
た
れ
ど
、
ポ
ン
プ
据
置
の
場
所
に
は
、
水

汲
む
人
の
影
少
な
き
は
如
何
。
彼
ら
は
利
欲
に
籍
ら
れ
て
事

を
な
す
。
否
余
儀
な
く
鳶
を
振
る
真
似
を
試
み
る
も
の
也
。

観
よ
、
炎
々
天
を
焦
す
猛
火
盛
煙
の
中
に
突
立
し
、
誰
か
一

人
の
奮
発
せ
し
も
の
あ
り
し
や
。
屋
上
徒
ら
に
纏
ひ
の
影
多

く
し
て
、
防
火
の
実
効
更
に
わ
が
ら
ず
。
風
向
延
焼
の
自
然

に
任
じ
て
、
幸
ひ
に
も
鎮
火
し
う
れ
ば
、
得
々
各
自
の
手
柄

話
を
誇
り
、
富
豪
の
手
よ
り
は
及
ぶ
限
り
貪
ら
ん
こ
と
を
努

む
。
否
々
鎮
火
の
間
際
に
金
の
と
れ
そ
う
な
る
富
豪
の
前
に

は
、
纏
ひ
の
影
は
い
つ
は
や
く
走
せ
参
ず
る
に
あ
ら
ず
や

消
防
夫
の
活
動
が
防
火
の
役
に
立
た
ず
、
富
裕
者
か
ら
で
き
る
だ
け

多
く
の
礼
金
を
得
る
こ
と
だ
け
を
目
的
に
し
て
い
る
と
い
う
批
判
で

あ
る
。
こ
の
論
説
は
、
耐
火
建
築
の
普
及
を
主
張
し
た
も
の
な
の

で
、
実
際
以
上
に
消
防
夫
を
貶
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
屋
根
に
上
っ
て
飛
び
火
を
防
ぐ
と
い
う
行
動
に
も
、

一
定
の
防
火
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
秋
田
魁
新
報
も
五

月
一
一
日
付
で
「
消
防
夫
は
団
体
を
離
れ
只
金
持
の
家
に
駈
付
く
る

に
忙
は
し
く
、
恰
も
火
事
場
の
厄
介
者
な
る
観
あ
り
」
と
報
じ
て
お

り（
（7
（

、
富
裕
者
を
優
先
す
る
姿
勢
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
地
方
新
聞
二

紙
で
一
致
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
消
防
夫
の
姿
勢
を
検
討
す
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
の

が
、
鈴
木
淳
の
研
究
で
あ
る（
（7
（

。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
火
災
発
生
時
に
平

常
の
出
入
り
先
に
駆
け
つ
け
て
消
防
組
と
し
て
の
活
動
を
後
回
し
に

す
る
と
い
う
の
は
、
近
世
以
来
の
行
動
様
式
だ
っ
た
（
鳶
と
出
入
り

先
を
め
ぐ
る
伝
統
）。
一
九
一
一
年
の
東
京
に
は
、
こ
う
し
た
行
動

様
式
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
も
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
義
理
堅
い
鳶
で
あ
る
こ
と
と
、
す
ぐ
れ
た
消
防
組
員
で

あ
る
こ
と
と
の
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

伝
統
は
、近
代
的
な
消
防
設
備
・
技
術
の
普
及
の
も
と
で
消
え
て
い
っ

た
と
さ
れ
る
。

一
九
〇
五
年
に
秋
田
の
地
方
新
聞
が
批
判
し
た
の
は
、
一
つ
に

は
消
防
夫
の
こ
う
し
た
行
動
様
式
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
纏
ひ

の
影
は
い
つ
は
や
く
走
せ
参
ず
る
」
の
は
、「
金
の
と
れ
そ
う
な
る

富
豪
」
の
も
と
だ
け
で
は
な
く
、
平
常
の
出
入
り
先
で
あ
る
富
裕
者

へ
の
義
理
立
て
の
場
合
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

一
九
年
前
、
一
八
八
六
年
の
「
火
防
の
方
を
打
ち
捨
て
其
の
方
に
走

る
」も
こ
う
し
た
行
動
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。消
防
夫
の
行
動
は
、「
手

伝
ひ
人
」
同
様
、
手
当
金
の
贈
与
や
振
る
舞
い
酒
へ
の
期
待
と
義
理

と
の
未
分
化
な
ま
ま
の
表
現
だ
っ
た
。

く
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
行
動
は
、
近
代
消
防
普
及
以

前
に
お
い
て
、
資
産
家
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
前
述
し

た
那
波
家
に
よ
る
各
火
防
組
へ
の
手
当
金
が
、
傾
斜
配
分
だ
っ
た
こ
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と
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
火
防
組
六
組
へ
の
手

当
金
に
は
、五
〇
円
か
ら
五
円
ま
で
大
き
な
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
、「
火
防
の
方
を
打
ち
捨
て
」
は
と
も
か
く
、「
其
の
方
に

走
る
」
こ
と
へ
の
那
波
家
の
期
待
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。「
積
善
の
家
」
と
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」・
消
防
夫
と
の
関

係
に
は
、
当
該
期
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
に
規
定
さ
れ
た
、
こ
う

し
た
両
義
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
当
該
期
の
都

市
的
な
場
に
お
け
る
「
共
同
性
」
の
内
実
、
そ
の
一
面
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

②
「
積
善
の
家
」
と
地
域
の
富
裕
層
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

一
九
〇
五
年
五
月
九
日
の
火
災
の
事
例
で
検
討
し
て
み
た
い
。
同
年

に
は
、
那
波
家
は
代
替
り
を
し
て
お
り
、
祐
富
の
義
理
の
孫
で
あ
る

祐
勤
（
一
八
八
九
―
一
九
五
六
）
の
代
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
火
災

後
の
那
波
家
の
動
向
に
つ
い
て
、
秋
田
公
論
は
五
月
一
三
日
付
で
、

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る（
（7
（

。

今
回
火
災
に
罹
れ
る
貧
民
に
対
し
、
那
波
三
郎
右
衛
門
氏
に

於
て
、
一
戸
白
米
一
俵
乃
至
二
俵
つ
ヽ
寄
贈
せ
し
と
。
此
総

高
約
百
五
六
十
俵
な
り
。
何
時
も
な
が
ら
同
家
の
貧
民
に
対

す
る
同
情
は
感
ず
べ
き
な
り
。

那
波
祐
勤
は
、
白
米
一
五
〇
～
一
六
〇
俵
（
四
斗
入
り
の
場
合
、

六
〇
～
六
四
石
）
を
罹
災
し
た
「
貧
民
」
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
た
。

祖
父
祐
富
と
同
様
の
対
応
で
あ
り
、「
積
善
の
家
」
と
し
て
の
期
待

に
応
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
那

波
家
の
対
応
が
、
罹
災
後
の
地
域
に
お
け
る
富
裕
者
の
活
動
の
模
範

と
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
月
二
四
日
付
の
秋
田
時
事
、
秋

田
魁
新
報
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

若
し
夫
れ
此
火
災
に
於
て
、
傍
観
の
位
地
に
在
る
富
豪
に
至

て
は
進
ん
て
賑
救
の
策
を
□
つ
べ
き
、
自
然
の
義
務
あ
る
、

今
茲
に
縷
説
す
る
ま
て
も
な
し
。
此
点
に
於
て
は
流
石
に
那

波
家
也
。
之
を
他
に
諮
ら
す
、
傍
に
聴
か
す
し
て
、
災
後
直

ち
に
毎
戸
俵
米
を
頒
与
す
、
慈
恵
の
道
を
得
た
り
と
謂
ふ
へ

し
。
我
輩
は
那
波
家
の
慈
善
方
法
に
就
て
、
別
に
意
見
あ
る

も
今
日
之
を
言
は
す
。
要
は
、
市
内
富
家
た
る
も
の
、
彼
が

一
片
画
を
擬
す
る
、
決
し
て
無
用
に
あ
ら
す
。
否
、
有
用
也
。

否
々
、
其
本
分
也
、
義
務
也
、
何
ぞ
之
に
倣
は
さ
る（
（7
（

。

本
市
の
大
火
は
富
豪
の
お
蔭
に
依
り
多
数
の
貧
民
が
益
々

困
苦
を
極
め
つ
ヽ
あ
る
が
、
之
に
対
し
那
波
氏
は
姑
く
舎
き
、

郡
部
に
於
て
仙
北
の
池
田
氏
、
南
秋
の
奈
良
、
金
澤
氏
、
北

秋
の
河
田
氏
等
は
応
分
の
救
助
金
を
寄
附
せ
ら
れ
し
が
、
直

接
の
関
係
あ
る
本
市
富
豪
は
未
た
一
文
の
出
金
だ
も
な
さ
ゞ

る
は
実
に
意
外
に
感
す
る
者
に
し
て
、
殆
と
本
市
の
恥
辱
た

る
者
な
り
。
惟
ふ
に
諸
氏
は
決
し
て
冷
酷
な
る
金
色
夜
叉
に

は
あ
る
ま
じ
。
是
に
は
何
か
の
事
情
あ
る
べ
く
、
早
晩
争
う

て
義
捐
の
美
挙
に
出
つ
べ
き
も
、
轍
難
の
急
は
諸
氏
か
小
田
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原
評
議
を
待
つ
へ
き
に
あ
ら
ず
。
左
れ
ば
類
焼
富
豪
を
後
に

し
て
も
、
先
づ
危
難
を
免
れ
し
本
金
、
平
政
始
し
め
加
賀
長
、

湊
、
平
野
、
佐
文
、
奈
良
宇
諸
氏
は
卒
先
救
助
金
を
寄
附
し

て
此
の
流
離
の
窮
民
を
憐
み
、
下
民
の
憎
悪
を
招
か
ざ
ら
ん

こ
と
を
注
意
す
る
も
の
な
り（
（7
（

。

両
紙
は
、
政
治
的
な
立
場
を
異
に
す
る
競
争
紙
で
あ
っ
た
が
、
と
も

に
秋
田
市
内
の
富
裕
者
に
罹
災
救
助
の
た
め
の
寄
付
を
促
し
て
い

た
。
後
者
で
は
、寄
付
す
べ
き
富
裕
者
の
実
名
ま
で
列
挙
し
て
い
る
。

確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
特
に
前
者
に
お
い
て
、
那
波
家
の
活
動

が
模
範
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
報
道
は
、
火
災
以

外
の
生
活
危
機
の
際
に
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
那
波
家
の
存
在

と
活
動
が
、
秋
田
市
内
の
富
裕
者
の
動
向
を
制
約
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
特
に
、
近
世
近
代
移
行
期
に
成
長
を
と
げ
、
那
波
家

以
上
の
財
産
を
築
い
た
新
興
の
家
々
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の

圧
力
が
よ
り
鋭
く
向
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（7
（

。
地
域
の
富
裕
者
が

「
名
望
」
家
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
那
波
家

の
よ
う
な
「
積
善
の
家
」
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

お
わ
り
に

一
八
八
六
年
四
月
三
〇
日
の
大
火
で
は
、
南
秋
田
郡
秋
田
町
の

全
戸
数
の
約
四
六
％
が
罹
災
し
、
商
業
地
区
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と

な
っ
た
。
Ⅰ
章
で
は
、
こ
の
火
災
後
に
お
け
る
救
助
・
支
援
活
動
の

実
態
と
そ
の
復
旧
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。行
政
に
よ
る
救
助
・

支
援
活
動
は
、
罹
災
者
へ
の
炊
出
し
、
避
難
所
の
設
置
・
運
営
、
負

傷
者
の
治
療
と
い
っ
た
緊
急
対
応
か
ら
、
備
荒
儲
蓄
法
に
則
っ
た
救

助
の
実
施
、
木
材
の
供
給
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
レ
抑
制
政
策
ま

で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
策
は
、
県
行
政
が
主
導
し

て
い
た
が
、
南
秋
田
郡
役
所
―
戸
長
役
場
の
役
割
や
民
間
の
協
力
や

負
担
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
民
間
の
救
助
・
支
援
活
動
で
は
、
有
志

に
よ
る
寄
付
や
日
用
品
の
廉
売
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
特
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
秋
田
町
の
代
表
的
な
商
家
・
那
波
三
郎
右
衛
門
の

活
動
で
あ
る
。
那
波
は
、
①
炊
出
し
へ
の
白
米
の
寄
付
、
②
「
罹
災

窮
民
」
へ
の
大
規
模
な
白
米
給
与
、
③
罹
災
し
た
「
仝
家
出
入
す
る

者
共
」
の
復
旧
支
援
、
④
火
防
組
六
組
へ
の
手
当
金
贈
与
を
実
行
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
官
民
の
活
動
に
よ
っ
て
、
五
月
下
旬
に
は
「
罹

災
窮
民
」
の
衣
・
食
が
確
保
さ
れ
、
住
ま
い
の
面
も
六
月
下
旬
に
は

改
善
に
向
か
っ
た
。
ま
た
、
七
月
上
旬
に
は
商
業
地
区
の
半
ば
ま
で

復
旧
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
章
で
は
、
罹
災
後
の
救
助
・
支
援
活
動
で
顕
著
な
貢
献
を
み
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史
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第
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せ
た
那
波
三
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
那
波
三
郎
右
衛

門
家
は
近
世
以
来
、
地
方
都
市
秋
田
の
代
表
的
な
商
家
で
あ
り
、
特

に
八
代
目
の
祐
生
が
救
貧
事
業
で
あ
る
感
恩
講
を
創
設
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
一
節
で
は
、
地
域
に
お
け
る
那
波
三
郎
右
衛
門
の

名
声
と
信
用
が
、
八
代
目
祐
生
以
来
、
代
々
の
当
主
や
一
族
と
い
っ

た
家
を
構
成
し
て
き
た
個
々
人
に
よ
っ
て
、
局
面
ご
と
に
「
選
び
と

ら
れ
紡
が
れ
て
」き
た
実
践
の
結
果
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
八
八
六
年
の
罹
災
後
の
活
動
も
、
一
〇
代
目
の
祐
富
が
、
地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
信
用
と
期
待
に
応
え
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時

に
、
那
波
家
が
い
か
に
地
域
社
会
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
た
か
を
示
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
「
慈
善
救
済
ノ
旧
家
」
は
、
規
模
の
大
小
を
問

わ
ず
各
地
域
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し

た
旧
家
を
「
積
善
の
家
」
と
称
し
た
。

第
二
節
で
は
、「
積
善
の
家
」
を
め
ぐ
る
社
会
的
諸
関
係
の
う
ち
、

①
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」
と
消
防
夫
、
②
富
裕
層
、
と
の
関
係
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
。
①
一
八
八
六
年
の
火
災
時
、
両
者
の

一
部
が
飛
び
火
を
防
い
だ
こ
と
で
那
波
家
は
延
焼
を
免
れ
た
。
こ
う

し
た
行
動
は
、
近
代
消
防
普
及
以
前
に
は
、
資
産
家
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
一
方
、
両
者
の
こ
う
し
た
行
動
に
は
、
那
波
家

へ
の
義
理
立
て
と
と
も
に
、
取
引
関
係
の
維
持
や
優
遇
、
手
当
金
や

清
酒
の
贈
与
へ
の
期
待
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
打
算
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
関
係
も
、
局
面
ご
と
に
「
選
び
と
ら
れ
紡
が
れ
て
」

き
た
も
の
だ
っ
た
。
②
一
九
〇
五
年
五
月
の
火
災
時
に
は
、
那
波
家

は
祐
謹
に
代
替
り
し
て
い
た
が
、
祐
富
同
様
、
白
米
を
罹
災
者
に
寄

付
し
た
。
地
方
新
聞
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
模
範
と
し
て
、
秋
田
市

内
の
富
裕
者
に
罹
災
救
助
の
た
め
の
寄
付
を
促
し
て
い
る
。
地
域
の

富
裕
者
が
「
名
望
」
家
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
に
は
、

「
積
善
の
家
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。

近
世
か
ら
近
代
に
わ
た
る
那
波
三
郎
右
衛
門
家
の
活
動
は
、
従

来
の
研
究
で
は
、
近
世
か
ら
の
連
続
性
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
そ
う
し

た
活
動
も
、
代
々
の
当
主
や
一
族
と
い
っ
た
家
を
構
成
し
て
き
た

個
々
人
に
よ
っ
て
、
局
面
ご
と
に
「
選
び
と
ら
れ
紡
が
れ
て
」
き
た

実
践
だ
っ
た
。
那
波
家
と
「
仝
家
出
入
す
る
者
共
」
や
消
防
夫
と
の

関
係
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
地
域
社
会
の
圧
力
や
当

該
期
固
有
の
歴
史
的
・
社
会
的
条
件
も
存
在
し
て
い
た
。「
共
同
性
」

の
再
検
討
に
は
、
こ
う
し
た
視
点
と
方
法
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
提
示
し
た
「
積
善
の
家
」
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、

①
地
方
都
市
秋
田
の
他
の
富
裕
層
、
特
に
新
興
の
家
々
と
の
関
係
、

②
他
地
域
で
の
事
例
、
③
近
世
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
ま
で
を
視

野
に
入
れ
る
、
と
い
っ
た
方
向
で
分
析
を
展
開
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
近
代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
、
那
波
家
へ
の
批
判
も

み
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
地
方
新
聞
の
一
部
は
、
感
恩
講
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に
よ
る
惰
民
養
成
へ
の
懸
念
、
感
恩
講
の
資
産
を
地
域
の
経
済
発
展

に
転
用
す
べ
き
と
い
っ
た
批
判
を
寄
せ
て
い
る（
（8
（

。「
積
善
の
家
」
と

い
う
論
点
は
、
こ
う
し
た
事
例
も
含
め
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

注
`

（
１
）
大
川
啓
「
近
代
日
本
に
お
け
る
『
慈
善
』
と
『
不
穏
』
―

一
八
九
〇
年
の
秋
田
市
に
お
け
る
米
価
騰
貴
へ
の
対
応
を
中
心
に

―
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
〇
四
号
、
二
〇
〇
五
）、
同
「『
慈
善
』
を

促
す
地
方
都
市
社
会
―
明
治
後
期
の
米
価
騰
貴
を
め
ぐ
る
秋
田
市
の

動
向
を
事
例
と
し
て
」（『
人
文
学
報
』
四
一
五
号
、
二
〇
〇
九
）、
同

「
一
九
一
八
年
の
米
価
騰
貴
と
地
域
社
会
―
秋
田
市
の
動
向
を
中
心

に
―
」（『
秋
大
史
学
』
五
六
号
、
二
〇
一
〇
）、
同
「
近
代
日
本
の

生
活
危
機
と
地
域
社
会
―
一
八
九
〇
～
一
九
一
〇
年
代
の
米
価
騰
貴

時
を
対
象
と
し
て
」（
久
留
島
浩
・
趙
景
達
編
『
国
民
国
家
の
比
較
史
』

有
志
舎
、
二
〇
一
〇
）、
同
『
近
代
日
本
の
生
活
危
機
と
地
域
社
会
―

一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
の
米
価
騰
貴
時
を
対
象
と
し
て

―
』（
博
士
論
文
、
二
〇
一
一
）。

（
２
）
北
原
糸
子
『
磐
梯
山
噴
火
　
災
異
か
ら
災
害
の
科
学
へ
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
八
）
八
四
頁
。

（
３
）
大
門
正
克
「
コ
メ
ン
ト
　
三
・
一
一
以
後
、
歴
史
に
お
け
る
『
生

存
』
の
問
題
の
所
在
を
考
え
る
」（『
人
民
の
歴
史
学
』
一
九
三

号
、
二
〇
一
二
）、
高
岡
裕
之
「『
生
存
』
を
め
ぐ
る
国
家
と
社
会

―
二
〇
世
紀
日
本
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
史
研
究
』
五
九
四
号
、

二
〇
一
二
）
な
ど
。

（
４
）
二
宮
宏
之
「
戦
後
歴
史
学
と
社
会
史
」（
歴
史
学
研
究
会
編
『
戦
後

歴
史
学
再
考
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
）
一
三
五
頁
。

（
５
）
秋
田
市
編
『
秋
田
市
史
』
第
四
巻
近
現
代
Ⅰ
通
史
編
（
二
〇
〇
四
）

二
三
七
～
二
三
八
、五
〇
〇
～
五
〇
一
頁
。

（
６
）「
秋
田
市
街
火
災
ノ
景
状
内
務
、
宮
内
両
大
臣
ヘ
届
」『
第
一
部

庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、

九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、五
。

（
７
）「
罹
災
後
ノ
情
状
委
詳
内
務
、大
蔵
、宮
内
、農
商
務
四
大
臣
ヘ
上
申
」

『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書

館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、一
三
。

（
８
）
前
掲
「
秋
田
市
街
火
災
ノ
景
状
内
務
、宮
内
両
大
臣
ヘ
届
」（
注
6
）。

（
９
）『
秋
田
県
統
計
書
』
明
治
一
九
年
。

（
10
）
前
掲
「
秋
田
市
街
火
災
ノ
景
状
内
務
、宮
内
両
大
臣
ヘ
届
」（
注
6
）。

（
11
）『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
（
秋
田
県
公

文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
）。
本
章
の
以
下
の
事

実
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
記
し
な
い
か
ぎ
り
、
本
史
料
所
収
の

「
罹
災
後
ノ
情
状
委
詳
内
務
、
大
蔵
、
宮
内
、
農
商
務
四
大
臣
ヘ
上
申
」

（
一
三
）、「
秋
田
町
回
録
記
事
」（
一
七
）
に
よ
る
。

（
12
）「
秋
田
市
街
凡
二
千
戸
余
焼
失
ノ
義
内
務
大
臣
ヘ
電
報
并
焼
失
戸

数
取
調
并
罹
災
者
救
助
委
員
申
付
ノ
件
」『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』

明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―

〇
八
三
〇
三
、一
。

（
13
）「
延
期
余
聞
」『
秋
田
日
日
新
聞
』
一
八
八
六
年
五
月
一
二
日
雑
報
。

以
下
、『
秋
田
日
日
新
聞
』
は
、『
秋
田
日
日
』
と
略
す
。

（
14
）「
官
林
払
下
ノ
義
ニ
付
山
林
局
員
ヘ
照
会
」『
第
一
部
庶
務

課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
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史
苑
（
第
七
三
巻
第
二
号
）

九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、三
。

（
15
）「
罹
災
救
助
費
の
統
計
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
九
日

雑
報
。

（
16
）「
秋
田
市
街
火
災
ニ
付
窮
民
救
助
方
法
ノ
義
諭
達
」『
第
一
部
庶

務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、

九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、六
。

（
17
）「
罹
災
者
一
般
へ｣
『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
〇
日
雑
報
。

（
18
）
倉
地
克
直
「『
生
き
る
こ
と
』
の
歴
史
学
・
そ
の
後
」（『
日
本
史
研
究
』

六
〇
四
号
、
二
〇
一
二
）
三
六
頁
。

（
19
）「
他
を
羨
む
勿
れ
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
六
月
一
〇
日
雑
報
。

（
20
）
高
田
実
「
序
章
『
福
祉
の
複
合
体
』
の
国
際
比
較
史
」（
同
・
中
野

智
世
編
『
福
祉
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
）
七
～
九
頁
。

（
21
）「
自
力
生
存
ノ
道
ヲ
亡
失
ス
ル
勿
レ
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年

五
月
二
二
日
論
説
。

（
22
）「
市
街
大
火
災
ニ
付
諸
物
品
高
価
セ
サ
ル
様
告
諭
」『
第
一
部
庶

務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、

九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、二
。

（
23
）
前
掲
「
秋
田
町
回
録
記
事
」（
注
11
）。「
諸
職
人
ヘ
物
価
騰
貴
セ
サ

ル
様
説
諭
受
書
」『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
五
～
六
月
、

秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
三
、一
〇
。

（
24
）
同
前
「
秋
田
町
回
録
記
事
」。

（
25
）「
木
材
払
下
の
価
額
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
九
日
雑
報
。

（
26
）「
出
願
人
の
増
加
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
六
月
三
〇
日
雑
報
。

（
27
）
前
掲
「
罹
災
後
ノ
情
状
委
詳
内
務
、
大
蔵
、
宮
内
、
農
商
務
四
大

臣
ヘ
上
申
」（
注
7
）。

（
28
）
前
掲
北
原
『
磐
梯
山
噴
火
』（
注
2
）
二
〇
四
～
二
〇
六
頁
。

（
29
）「
秋
田
市
街
罹
災
者
救
助
義
捐
金
配
当
精
算
書
及
受
取
証
書
添
付
南

秋
田
郡
長
ヨ
リ
上
申
」『
第
一
部
庶
務
課
事
務
簿
』
明
治
一
九
年
一
二

月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―
〇
八
三
〇
四
、一
。「
義

捐
金
下
賜
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
六
月
三
〇
日
雑
報
。

（
30
）
前
掲
「
罹
災
後
ノ
情
状
委
詳
内
務
、
大
蔵
、
宮
内
、
農
商
務
四
大

臣
ヘ
上
申
」（
注
7
）。

（
31
）「
義
捐
金
及
び
人
名
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
四
日
雑
報
。

（
32
）「
救
恤
金
額
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
五
日
雑
報
。

（
33
）「
秋
田
ノ
大
火
並
窮
民
救
助
（
続
稿
）」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年

五
月
六
日
論
説
。

（
34
）「
火
職
の
怒
り
に
触
る
勿
れ｣

『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
四
日
。

（
35
）「
義
捐
金
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
一
一
日
雑
報
。「
義
捐

金
増
額
」
同
前
六
月
三
〇
日
雑
報
。

（
36
）「
義
捐
金
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
七
日
附
録
。

（
37
）『
秋
田
日
日
』
で
確
認
で
き
る
の
は
、
七
一
〇
人
分
・
計
四
七
六
七

円
八
四
錢
二
厘
で
あ
る
（「
義
捐
金
及
び
人
名
」『
秋
田
日
日
』

一
八
八
六
年
五
月
四
日
雑
報
、「
旧
知
事
公
の
救
恤
」
同
前
五
月
五
日

雑
報
、「
救
助
金
義
捐
」
同
前
五
月
六
日
雑
報
、「
義
捐
金
」
同
前
五

月
八
日
雑
報
、「
義
捐
金
」
同
前
五
月
一
一
日
雑
報
、「
義
捐
金
〔
承
前
〕」

同
前
五
月
一
二
日
雑
報
、「
義
捐
金
（
承
前
）」
同
前
五
月
一
三
日
雑

報
、「
義
捐
金
（
承
前
）」
同
前
五
月
一
四
日
雑
報
、「
義
捐
金
」
同
前

五
月
一
六
日
附
録
、「
義
捐
金
」
同
前
五
月
一
八
日
附
録
、「
義
捐
金
」

同
前
五
月
一
九
日
附
録
、「
義
捐
金
」
同
前
五
月
二
七
日
附
録
、「
義

捐
金
」
同
前
六
月
一
八
日
附
録
、「
義
捐
金
増
額
」
同
前
六
月
三
〇

日
雑
報
）。「
知
事
　
青
山
貞
外
奏
任
官
数
名
　
秋
田
町
火
災
ノ
節
罹

災
者
ヘ
金
穀
施
与
ニ
付
内
務
省
ヘ
上
申
」（『
庶
務
課
庶
務
部
事
務
簿
』

明
治
一
九
年
七
～
一
二
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三

―
〇
八
五
六
一
、一
三
）
で
は
、
二
二
人
分
・
計
一
二
三
〇
円
で
あ
り
、
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明
治
期
の
都
市
火
災
と
地
域
社
会 

―
地
方
都
市
秋
田
を
事
例
と
し
て
―
（
大
川
）

こ
の
う
ち
『
秋
田
日
日
』
と
の
重
複
は
、
一
四
人
分
・
一
一
〇
〇
円

で
あ
る
。
な
お
、
重
複
し
て
い
る
田
中
玄
文
の
寄
付
額
に
は
、
三
〇

円
の
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
記
述
は
、
県
公
文
書
（
二
〇
円
）

を
も
と
に
し
て
い
る
。

（
38
）「
米
薪
炭
の
安
売
り
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
五
日
雑
報
。

（
39
）「
其
恵
心
嘉
す
可
し
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
五
日
雑
報
。

（
40
）「
質
店
の
報
酬
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
一
八
日
雑
報
。「
報

酬
の
延
期
」
同
前
六
月
二
日
雑
報
。

（
41
）『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
一
八
日
広
告
。

（
42
）
前
掲
「
質
店
の
報
酬
」（
注
40
）。

（
43
）「
那
波
氏
の
救
恤
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
八
日
雑
報
。

（
44
）「
知
事
　
青
山
貞
外
奏
任
官
数
名
　
秋
田
町
火
災
ノ
節
罹
災
者
ヘ

金
穀
施
与
ニ
付
内
務
省
ヘ
上
申
」『
庶
務
課
庶
務
部
事
務
簿
』
明
治

一
九
年
七
～
一
二
月
、
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―

〇
八
五
六
一
、一
三
。

（
45
）「
火
災
余
聞
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
八
日
雑
報
。

（
46
）
同
前
「
火
災
余
聞
」。

（
47
）「
窮
民
移
転
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
一
二
日
雑
報
。

（
48
）
前
掲
「
火
災
余
聞
」（
注
45
）。

（
49
）「
大
工
職
人
来
集
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
二
日
雑
報
。

（
50
）「
庁
下
瑣
事
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
二
九
日
雑
報
。

（
51
）
同
前
「
庁
下
瑣
事
」。

（
52
）
同
前
「
庁
下
瑣
事
」。

（
53
）
前
掲
「
罹
災
後
ノ
情
状
委
詳
内
務
、
大
蔵
、
宮
内
、
農
商
務
四
大

臣
ヘ
上
申
」（
注
7
）。

（
54
）「
災
余
の
状
況
に
感
し
て
将
来
に
望
む
所
あ
り
」『
秋
田
日
日
』

一
八
八
六
年
七
月
四
日
論
説
。

（
55
）「
士
族
町
の
変
遷
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
七
月
八
日
雑
報
。

（
56
）「
火
防
組
へ
手
当
」『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
八
日
雑
報
。「
正

誤
」
同
前
五
月
九
日
。

（
57
）
前
掲
「
那
波
氏
の
救
恤
」（
注
43
）。

（
58
）「
慈
善
の
応
報｣

『
秋
田
日
日
』
一
八
八
六
年
五
月
四
日
雑
報
。

（
59
）
庄
司
拓
也
「
天
保
の
飢
饉
下
に
お
け
る
感
恩
講
の
活
動
と
財
政
」（
秋

田
姓
氏
家
系
研
究
会
編
『
あ
き
た
史
記
　
歴
史
論
考
集
五
』
秋
田
文

化
出
版
、
二
〇
〇
二
）
六
〇
～
六
二
頁
。

（
60
）
庄
司
拓
也
「
久
保
田
町
に
お
け
る
感
恩
講
の
設
立
―
近
世
後
期
の

町
方
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
公
共
的
制
度
化
に
つ
い
て
―
」（『
秋
田

近
代
史
研
究
』
四
〇
号
、
一
九
九
九
）、
青
木
美
智
男
監
修
・
庄
司

拓
也
校
訂
『
近
世
社
会
福
祉
史
料
　
秋
田
感
恩
講
文
書
』（
校
倉
書
房
、

二
〇
〇
〇
）。
な
お
、
那
波
三
郎
右
衛
門
祐
生
は
、
金
森
正
也
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
秋
田
藩
の
藩
政
改
革
に
積
極
的
に
呼
応
し
て
そ
の
力

量
を
示
し
た
町
人
だ
っ
た
（
金
森
『
藩
政
改
革
と
地
域
社
会
―
秋
田

藩
の
「
寛
政
」
と
「
天
保
」
―
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
）。
祐
生

に
よ
る
感
恩
講
設
立
と
そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
藩
政
改

革
に
お
け
る
祐
生
の
立
場
と
の
関
係
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
を
ふ
く
め
た
、
一
九
世
紀
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
た

生
活
危
機
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
論
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
61
）『
出
羽
国
秋
田
郡
久
保
田
町
　
那
波
家
文
書
』（
資
料
解
題
、
秋
田

市
立
図
書
館
明
徳
館
蔵
）、『
社
会
事
業
功
労
者
表
彰
書
類
』
大
正
九

年
以
降
（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
、
九
三
〇
一
〇
三
―
一
〇
二
五
九
）。

（
62
）
大
杉
由
香
「
秋
田
感
恩
講
に
関
す
る
一
考
察
―
過
去
の
福
祉
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
何
を
み
る
か
―
」（『
東
洋
研
究
』
一
六
九
号
、
二
〇
〇
八
）

な
ど
。

（
63
）
前
掲
『
社
会
事
業
功
労
者
表
彰
書
類
』（
注
61
）。
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史
苑
（
第
七
三
巻
第
二
号
）

（
64
）
大
杉
由
香
「
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け
る
公
的
扶
助
と
私
的
救
済
―

岡
山
・
山
梨
・
秋
田
を
中
心
に
―
」『
社
会
経
済
史
学
』（
六
〇
巻
三
号
、

一
九
九
四
）
五
一
頁
。

（
65
）
大
杉
由
香
「
明
治
前
期
日
本
に
お
け
る
公
的
扶
助
の
実
態
―
日
本

社
会
福
祉
史
研
究
批
判
か
ら
―
」（『
経
済
学
研
究
』
東
京
大
学
、
第

三
八
号
、
一
九
九
六
）
四
～
五
頁
。

（
66
）
前
掲
『
社
会
事
業
功
労
者
表
彰
書
類
』（
注
61
）。
祐
富
の
代
の
分
家
・

那
波
亥
之
助
に
関
す
る
社
会
事
業
功
労
調
の
「
社
会
的
信
用
ノ
厚
薄
」

の
項
目
よ
り
。

（
67
）「
俵
屋
家
事
　
秋
田
新
聞
『
秋
田
市
の
今
昔
』
記
事
」
秋
田
市
史
編

纂
事
務
室
、
一
九
四
二
、
秋
田
市
立
図
書
館
明
徳
館
蔵
。
原
紙
の
所

在
は
、
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
う
し
た

新
聞
記
事
が
一
九
一
〇
年
代
に
報
じ
ら
れ
、
自
治
体
史
編
纂
の
史
料

と
し
て
四
〇
年
代
に
収
集
さ
れ
、
自
治
体
史
に
お
さ
め
ら
れ
て
五
〇

年
代
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
自
体
も
、「
積
善
の
家
」
と
地
域
と
の
関
係

や
地
域
の
歴
史
意
識
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
。

（
68
）秋
田
市
役
所
編『
秋
田
市
史
』下（
一
九
五
一
）二
七
四
～
二
八
一
頁
。

（
69
）
前
掲
『
秋
田
市
史
』
第
四
巻
近
現
代
Ⅰ
通
史
編
（
注
5
）、三
八
五
頁
。

（
70
）「
秋
田
市
の
沿
革
を
語
る
座
談
会
」
秋
田
市
史
編
纂
事
務
室
、

一
九
三
八
、
秋
田
市
立
図
書
館
明
徳
館
蔵
。

（
71
）
前
掲
『
秋
田
市
史
』
第
四
巻
近
現
代
Ⅰ
通
史
編
（
注
5
）、五
〇
〇
頁
。

（
72
）「
一
昨
夜
の
大
火
」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
〇
五
年
五
月
一
一
日
雑
報
。

（
73
）「
耐
災
方
策
を
講
す
べ
し
」『
秋
田
時
事
』
一
九
〇
五
年
五
月
一
二

日
論
説
。

（
74
）
前
掲
「
一
昨
夜
の
大
火
」（
注
72
）。

（
75
）
鈴
木
淳
『
町
火
消
た
ち
の
近
代
　
東
京
の
消
防
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
）
一
六
六
～
一
六
九
頁
。

（
76
）「
那
波
氏
の
慈
善
」『
秋
田
公
論
』
一
九
〇
五
年
五
月
一
三
日
雑
報
。

（
77
）「
何
ぞ
速
か
に
賑
救
せ
さ
る｣

『
秋
田
時
事
』
一
九
〇
五
年
五
月

二
四
日
雑
報
。

（
78
）「
本
市
富
豪
と
罹
災
救
助
」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
〇
五
年
五
月

二
四
日
雑
報
。

（
79
）
新
興
の
家
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
大
会
報
告
で
示
し
た
論

点
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
て
い
る
。

別
稿
を
期
し
た
い
。

（
80
）「
公
論
子
の
那
波
家
に
告
く
る
を
賛
す
（
上
）」『
秋
田
魁
新
報
』

一
九
〇
一
年
五
月
二
二
日
論
説
、「
公
論
子
の
那
波
家
に
告
く
る
を
賛

す
（
下
）」
同
前
一
九
〇
一
年
五
月
二
三
日
論
説
。（

本
学
兼
任
講
師
）


